
史

料

近
喜
代
一
日
記
(
昭
和
四
十
年
一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
)
そ
の

平

野

孝

解
説

「
近
喜
代
一
日
記
・
抜
粋
編
(
昭
和
十
一
年
か
ら
昭
和
四
十
一
年
ま
で
)
」
(
「
龍
谷
法
学
」
第
四
十
巻
四
号
、
所
収
、
以
下
、
「
抜
粋
編
」
)

の
解
説
で
述
べ
た
よ
う
に
、
近
自
身
の
手
に
な
る
「
近
喜
代
一
日
記
」
は
二
種
類
あ
る
。

一
つ
は
昭
和
七
年
か
ら
昭
和
四
十
八
年
ま
で
の

日
記
、
も
う
一
つ
は
、
昭
和
七
年
か
ら
昭
和
四
十
一
年
ま
で
の
日
記
を
近
自
身
が
抜
粋
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
は
、
本
編
で
あ
る
前
者

の
う
ち
、
新
潟
水
俣
病
発
生
の
公
式
発
表
の
年
で
あ
る
昭
和
四
十
年
の
一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
日
記
を
翻
刻
し
た
も
の

で
あ
る
。

前
稿
の
「
抜
粋
編
」
は
、
戦
前
か
ら
新
潟
水
俣
病
発
生
の
公
式
発
表
の
翌
年
ま
で
の
近
喜
代
一
と
周
辺
の
人
々
の
全
体
像
を
知
る
の
に

近喜代一日記

便
宜
で
あ
っ
た
。
そ
の
「
抜
粋
編
」
の
解
説
で
は
、
「
近
喜
代
一
日
記
」
は
、
以
下
の
四
点
の
考
察
に
資
す
る
史
料
的
価
値
が
あ
る
と
指

摘
し
て
お
い
た
。

①
戦
前
か
ら
高
度
成
長
が
終
る
こ
ろ
ま
で
の
、
日
本
の
半
農
半
漁
の
常
民
の
日
々
の
営
み
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
。
(
民
俗
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科

学
的
な
資
料
)

史

②
そ
の
、
半
農
半
漁
の
常
民
の
日
々
の
営
み
の
う
ち
に
、
水
銀
汚
染
が
ど
の
よ
う
に
入
り
込
み
、
人
体
被
害
と
な
っ
て
現
れ
て
く
る
か
。

(
疫
学
的
、
医
学
的
資
料
)

③
水
銀
に
よ
る
汚
染
が
人
々
の
生
活
を
ど
の
よ
う
に
激
変
さ
せ
て
い
っ
た
か
、
水
銀
に
よ
る
汚
染
と
人
体
被
害
を
人
々
が
ど
の
よ
う
に

覚
知
し
て
い
く
か
、
そ
し
て
、
そ
れ
を
知
っ
た
人
々
が
、
被
害
を
も
た
ら
し
た
も
の
に
ど
の
よ
う
に
挑
ん
で
い
っ
た
か
。
(
政
治
史

に
か
か
わ
る
史
料
)

④
日
々
を
営
々
と
生
き
て
い
た
一
人
の
常
民
が
、
自
分
と
自
分
に
関
わ
る
人
々
の
健
康
、
生
命
、
生
活
を
犯
す
も
の
が
立
ち
現
れ
た
と

き
、
ど
の
よ
う
に
そ
れ
に
対
処
し
た
か
。

一
国
の
政
治
・
経
済
を
動
か
す
も
の
と
対
峠
し
、

一
国
の
政
治
の
あ
り
方
を
転
換
せ
し
め

た
常
民
の
営
為
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
。
(
歴
史
的
史
料
)

本
編
の
翻
刻
を
始
め
る
に
当
た
り
、
本
史
料
は
①
と
の
関
連
で
、
川
島
武
宜
が
『
日
本
社
会
の
家
族
的
構
成
』
に
お
い
て
指
摘
し
、
引

き
続
い
て
の
調
査
・
分
析
の
必
要
を
説
い
て
い
る
「
民
衆
の
家
族
制
度
」
を
伝
え
る
好
個
の
資
料
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
付
言
し
て
お
く
ロ

「
抜
粋
編
」
に
引
き
続
い
て
、
本
編
の
記
述
を
精
査
・
翻
刻
す
る
中
で
気
づ
い
た
「
近
喜
代
一
日
記
」
の
も
う
ひ
と
つ
の
意
義
で
あ
る
。

戦
後
改
革
と
そ
こ
で
の
民
法
の
抜
本
的
改
正
に
よ
っ
て
、
川
島
武
宜
が
分
類
し
た
近
代
日
本
の
家
族
制
度
の
う
ち
、
武
家
の
儒
教
的
家
族

制
度
は
解
体
さ
れ
た
が
、
「
民
衆
の
家
族
制
度
」
は
戦
後
も
な
お
強
固
に
残
存
し
て
お
り
、
新
潟
水
俣
病
は
そ
の
半
農
半
漁
の
村
落
共
同

体
に
暮
ら
す
人
々
の
生
活
の
中
に
入
り
込
み
、
新
潟
水
俣
病
反
対
運
動
も
、
そ
う
し
た
半
農
半
漁
の
村
落
に
お
け
る
「
家
族
制
度
」
を
基

盤
と
し
な
が
ら
形
作
ら
れ
て
い
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

本
稿
収
録
の
昭
和
四
十
年
の
日
記
に
は
、
次
に
み
る
よ
う
に
、
突
然
、
近
の
家
族
の
中
に
水
俣
病
が
入
り
込
み
、
肉
親
を
殺
し
、
家
庭

を
破
壊
し
て
い
く
様
子
が
記
さ
れ
て
い
く
。
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「
二
月
二
十
二
日
(
中
略
)
昨
夜
猫
が
毒
喰
っ
た
ネ
ズ
ミ
喰
っ
た
の
か
、
夢
中
で
家
中
か
け
回
り
戸
に
打
っ
か
り
、
ひ
っ
く
り
返
り
大

さ
わ
ぎ
て
、
朝
泊
家
中
眠
ら
れ
ず
。

二
月
二
十
三
日
(
中
略
)
夕
方
、
ネ
コ
死
亡
に
付
、
庵
主
様
に
お
経
上
げ
て
も
ら
っ
て
埋
葬
し
た
。
君
子
も
主
。
」

「
三
月
十
一
日
(
中
略
)
広
川
母
子
と
喜
作
さ
ん
来
て
、
テ
レ
ビ
ス
モ
ウ
見
て
、
母
娘
婿
る
。
我
、
喜
作
さ
ん
と
酒
五
合
位
い
の
む
。

喜
作
さ
ん
帰
っ
て
(
八
時
頃
)
後
、
ミ
イ
狂
い
始
め
、
灰
を
か
ぶ
っ
た
り
喰
っ
た
り
、
水
か
ぶ
っ
た
り
、
風
呂
は
入
っ
た
り
。
我
等
も
、

子
供
も
ほ
と
ん
ど
眠
ら
ず
監
視
し
、
六
時
過
ぎ
(
妻
が
)
起
き
て
か
ら
、
又
、
く
る
し
み
出
し
、
田
村
医
者
に
連
絡
し
、
い
ろ

L
手
当

て
し
乍
ら
一
時
間
も
待
ち
、
す
ぐ
注
射
し
た
り
、
手
当
中
、
八
時
五
分
頃
死
亡
し
た
。

三
月
十
二
日

今
朝
六
時
過
ぎ
に
ミ
イ
が
く
る
し
み
出
し
て
す
ぐ
医
者
に
連
絡
。
我
と
妻
、
子
供
等
で
手
当
て
し
て
い
る
う
ち
に
医
者

来
て
、
注
射
し
た
り
手
当
て
し
た
が
さ
き
め
な
く
、
八
時
五
分
に
我
に
抱
か
れ
て
息
を
引
取
っ
た
。
」

「
四
月
十
二
日

父
、
三
泊
四
日
の
東
京
見
物
よ
り
十
一
時
頃
帰
る
。
父
の
状
態
を
見
る
に
、
何
か
舌
が
も
つ
れ
て
い
る
様
に
思
っ
た

が
、
父
は
何
と
も
な
い
と
言
ふ
の
で
、
安
心
し
た
も
の
の
少
し
不
安
。
」

「
六
月
二
日
(
中
略
)
午
前
四
時
に
妻
起
き
て
、
炊
事
前
に
お
爺
さ
ん
の
具
合
見
に
行
き
(
毎
朝
行
く
)
返
事
も
せ
ず
、
ゆ
さ
ぶ
っ
て

も
態
答
無
く
、
驚
い
て
我
を
起
す
。
喜
代
次
さ
ん
も
子
供
も
起
き
て
大
さ
わ
ぎ
し
、
我
、
バ
イ
ク
で
医
者
む
か
い
に
行
き
、
四
時
十
分
に

来
て
、
診
察
の
結
果
、
脳
溢
血
で
死
亡
と
診
断
し
、
四
時
二
十
五
分
死
亡
と
な
る
。
其
後
、
村
親
る
い
集
ま
っ
て
も
ら
い
、
寺
l
村
l
他

{
捕
古

村
と
告
人
や
買
物
定
め
、
後
、
皆
集
ま
っ
て
段
、
其
他
、
葬
式
準
備
開
始
。
夜
、
念
働
印
人
位
い
来
て
く
れ
た
。
」

近喜代一日記

家
族
の
異
常
と
死
が
水
俣
病
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
の
は
、
六
月
十
五
日
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ

れ
て
い
る
。

「
今
日
、
午
前
十
一
時
羽
分
頃
、
厚
生
省
く
わ
ん
き
ょ
う
衛
生
局
食
品
衛
生
課
長
外
犯
人
も
来
て
、
テ
レ
ビ
か
め
ら
を
二
台
据
付
け
て
、
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科

約
二
十
分
間
、
病
状
、
情
況
、
い
ろ
い
ろ
聞
い
て
行
く
。
夕
食
後
、
新
聞
記
者
と
か
め
ら
ま
ん
来
て
、
酒
一
升
と
お
み
や
げ
持
っ
て
、
情

史

況
聞
い
て
録
音
し
て
行
く
。
喜
作
さ
ん
、
テ
レ
ビ
見
て
、
私
が
調
査
団
と
話
し
て
い
る
。
驚
い
て
来
て
く
れ
、
酒
2
合
位
い
の
ん
で
帰
る
。

今
回
の
病
気
は
、
水
銀
中
毒
と
断
定
。
父
も
同
病
な
り
D

」

翌
六
月
十
六
日
の
日
記
に
は
、
近
自
身
の
水
俣
病
の
診
察
、

マ
ス
コ
ミ
の
取
材
に
戸
惑
う
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。

「
昨
日
、
新
大
神
経
外
科
医
さ
ん
来
て
、
我
と
彦
造
さ
ん
を
診
察
し
て
く
れ
て
、
髪
の
毛
若
干
づ
っ
持
ち
帰
っ
て
分
せ
き
す
る
と
言
つ

た
。
水
俣
病
が
め
づ
ら
し
い
の
と
お
そ
ろ
し
い
の
で
、
各
報
道
者
が
入
り
か
わ
り
立
か
わ
り
来
て
、
テ
レ
ビ
か
め
ら
、
テ
l
プ
レ
コ
ー
ダ

ー
等
で
い
ろ
い
ろ
聞
か
れ
、
私
も
仕
事
を
す
る
ひ
ま
も
な
く
、
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
と
な
る
。
」

昭
和
四
十
年
の
日
記
帳
は
、
後
述
す
る
理
由
に
よ
り
六
月
十
八
日
で
中
断
さ
れ
、
十
二
月
六
日
か
ら
再
開
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
聞
を
埋

め
る
別
冊
の
日
記
帳
の
六
月
三
十
日
の
頁
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

{

回

押

}

『

岬

悼

-

「
今
朝
も
、
又
、
三
人
共
食
事
待
っ
た
で
、
血
液
取
る
。
其
後
、
私
だ
け
注
射
し
て
尿
四
回
、
日
分
、
初
分
、

1
時
間
、

2
時
間
を
取

り
、
十
一
時
犯
分
に
終
つ
で
朝
食
し
、
ぬ
分
後
、
又
、
お
昼
。
皆
喰
っ
た
。
今
日
は
見
舞
客
O
。
症
状
の
事
、
家
の
事
な
ど
語
り
合
っ
て
、

夕
食
後
、
テ
レ
ビ
見
に
行
く
。
ゴ
ロ
ン
ポ
波
止
場
の
終
わ
り
に
水
ま
た
病
の
発
表
が
出
て
、
近
喜
代
一
方
よ
り
出
た
川
魚
に
水
銀
が
お

P

P
M
有
っ
て
、
多
量
だ
と
発
表
。
父
、
喜
代
太
さ
ん
は
月
始
め
に
死
亡
、
長
男
喜
代
一
さ
ん
も
重
体
で
す
と
発
表
し
た
の
で
、
驚
ろ
き
、

面
白
く
な
か
っ
た
。
す
ぐ
室
に
帰
っ
て
寝
た
が
ロ
時
頃
泊
寝
れ
な
か
っ
た
白
」

別
冊
の
日
記
帳
は
、
水
俣
病
検
査
・
治
療
の
た
め
に
入
院
し
た
近
の
闘
病
日
記
で
あ
る
。

近
喜
代
一
は
被
災
者
の
会
の
初
代
会
長
に
な
り
、
や
が
て
新
潟
水
俣
病
事
件
第
一
次
訴
訟
の
原
告
団
長
に
な
っ
て
い
く
。
本
稿
に
は
、

近
喜
代
一
が
被
災
者
の
会
の
会
長
と
な
り
、
立
ち
働
く
姿
も
綴
ら
れ
て
い
る
。

詳
細
は
、
本
文
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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「
抜
粋
編
」
と
本
編
の
記
載
を
つ
き
合
わ
せ
て
い
く
中
で
判
明
し
た
近
自
身
の
事
実
誤
認
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
く
。
日
記
の
構
成
に

か
か
わ
る
誤
記
で
あ
る
ロ

「
龍
谷
法
学
」
の
第
四
十
巻
第
四
号
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
近
は
「
抜
粋
編
」
の
昭
和
四
十
年
六
月
十
九
日
の
記
載
に
「
六
月
十
九
日

新
潟
日
報
社
へ
日
記
帳
三
十
五
年
か
ら
四
十
一
年
治
の
を
貸
す
」
と
記
し
て
い
た
。
し
か
し
、
表
紙
に
「
日
記
帳
(
米
供
代
金
控
)

近
喜
代

自
昭
和
仰
年
6
月
印
日

市
内
一
日
市
」
と
記
載
の
あ
る
本
編
の
日
記
帳
の
冒
頭
に
は
「
昭
和
四

至
昭
和
制
年
ロ
月
5
日

十
年
六
月
十
九
日

新
潟
日
報
社
へ
日
記
帳
貸
し
た
の
で
こ
れ
に
書
い
た
。
(
川
魚
の
状
況
、
父
の
病
状
、
農
薬
等
調
査
の
為
こ
と
記
さ

れ
て
い
る
。

一
方
、
表
紙
に
『
日
記
帳

自
昭
和

ω年
1
月
げ
日

至
同
6
月
時
日

自
昭
和
的
制
年
ロ
月
6
日

前

後

至
昭
和
制
年

2
月
幻
日

〈
金
貸
借
控
〉
」

の
記
載
の
あ
る
日
記
帳
の
記
載
は
、
昭
和
四
十
年
六
月
十
八
日
で
終
わ
り
、
直
後

六
代
目

近
喜
代

の
記
載
は
同
年
十
二
月
六
日
か
ら
綴
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
欠
落
し
て
い
る
半
年
分
の
日
記
は
、
前
掲
の
、
表
紙
に
「
日
記
帳
(
米
供

代
金
控
)

当
コ

n口
nunvFr・
3
司
3
Q
d
1
J

F
E
H
u
z
f
a
q
A且
l
'
E
E
F
'
i
r
I

近
喜
代

至
昭
和
初
年
ロ
月

5
日

市
内
一
日
市
」
と
記
載
の
あ
る
日
記
帳
に
別
途
緩
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
新
潟
日
報
社
へ
貸
し
出
さ
れ
た
日
記
帳
は
、
「
凶
十
一
年
泊
」
の
も
の
で
な
く
、
「
四
十
年
泊
」
、
よ
り

正
確
に
言
え
ば
、
「
四
十
年
六
月
十
八
日
泊
」
記
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
c

本
稿
で
は
、
別
の
日
記
帳
に
綴
ら
れ
た
昭
和
四
十
年
六
月
十
九
日
か
ら
同
年
十
二
月
五
日
ま
で
の
記
載
を
、
表
紙
に
「
日
記
帳

自
昭
和
必
年
1
月
げ
日

至
同
6
月
時
日

自
昭
和
的
初
年
ロ
月
6
日

近
喜
代

〈
金
貸
借

後

至
昭
和
引
年
2
月
幻
日

六
代
目

控
〉
」
の
記
載
の
あ
る
日
記
帳
の
欠
落
箇
所
に
挿
入
し
、
読
者
が
日
記
の
日
付
を
そ
の
ま
ま
追
え
る
形
で
翻
刻
を
行
う
こ
と
に
す
る
。

近喜代一日記

翻
刻
を
行
う
に
あ
た
っ
て
、
抜
粋
編
と
ほ
ぼ
同
様
、
以
下
の
表
記
を
行
う
こ
と
と
し
、
原
文
突
合
を
重
ね
た
が
、
な
お
十
全
を
期
し
難

い
と
思
わ
れ
る
。
推
磁
の
不
足
に
つ
い
て
は
、
寛
恕
を
請
う
。

一
、
何
年
の
日
記
か
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
、
当
該
年
の
初
め
の
箇
所
に
年
号
を
記
入
、
明
示
し
た
。

前

(臨法 '08)41・1.39 (248) 



事ヰ

一
、
日
記
の
原
文
は
、
何
日
分
か
が
ま
と
め
て
綴
ら
れ
て
い
る
筒
所
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
読
み
や
す
い
よ
う
に
、
原
則
と
し
て
、

一
日
分
の
記
載
ご
と
に
行
を
変
え
る
と
と
も
に
、
日
付
を
全
て
太
字
に
し
、
適
宜
句
読
点
を
つ
け
た
。

史

一
、
日
付
の
上
に
「
×
」
「
①
」
「
ス
ズ
ま
き
」
等
の
符
号
、
数
字
、
文
字
等
が
書
か
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
が
、
読
み
や
す
い
よ
う
に
、

そ
れ
ら
を
日
付
の
下
に
表
記
し
た
。

一
、
日
記
の
原
文
は
、
「
入
る
」
が
「
は
入
る
」
、
「
本
家
に
」
が
「
本
家
い
」
、
「
聞
こ
え
ず
」
が
「
聞
こ
い
ず
」
、
「
ほ
ど
く
」
が
「
ほ

ろ
く
」
と
表
記
さ
れ
る
な
ど
、
誤
記
や
方
言
も
随
所
に
見
ら
れ
る
が
、
方
言
、
旧
字
、
誤
字
、
脱
字
、
漢
数
字
と
ア
ラ
ビ
ア
数
字
の
併
用

な
ど
、
原
文
の
表
記
を
、
原
則
と
し
て
そ
の
ま
ま
翻
刻
し
た
。

一
、
原
文
に
付
け
ら
れ
て
い
る
ル
ピ
は
そ
の
ま
ま
と
し
、
平
野
が
つ
け
た
ル
ピ
は
丸
括
弧
を
つ
け
て
あ
る
。

て
本
文
中
、
岡
国
と
あ
る
の
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
わ
っ
て
削
除
し
た
箇
所
で
あ
る
D

一
、
本
文
中
の
傍
線
は
、
訴
訟
の
渦
中
で
坂
東
克
彦
弁
護
士
が
本
史
料
を
読
み
、
引
い
た
傍
線
を
そ
の
ま
ま
表
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
稿
は
、
佐
保
勲
さ
ん
の
遺
志
を
継
ぐ
仕
事
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

日
記

近

喜
代

昭
和
田
十
年

昭
和
四
十
年
一
月
元
旦

58 
本

(簡法 '08)41 -1， 40 (247) 



我
、
六
時
半
に
出
る
。
五
等
上
げ
て
関
本
。
竹
河
本
も
ふ
っ
た
の
で
疲
れ
た
。
帰
っ
て
朝
食
、
餅
八
つ
喰
っ
た
。
其
後
、
彦
造
さ
ん
方

い
遊
び
に
行
き
、
お
昼
後
、
本
所
場
沖
い
張
り
に
行
く
。
竹
切
本
位
い
ふ
る
と
大
風
が
出
て
き
た
の
で
、
中
止
し
て
帰
る
。
夕
食
前
、
君

子
が
オ
ト
シ
玉
く
れ
と
請
求
さ
れ
頭
に
来
て
叱
っ
た
。
君
子
、
湯
殿
が
ら
す
こ
わ
す
。
家
の
子
供
は
.

.

.

.

.

.

.

.

.

 

.
 

•••••••••••••••••••••• 

(
近
自
身
の
手
で
、
六
十
字
を
鉛
筆
で
塗
り
つ
ぶ
し
て
あ
る
。

抜
粋
編
の
当
該
箇
所
は
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
て
お
ら
ず
、
本
編
の
こ
の
記
載
に
手
を
入
れ
た
の
は
、
昭
和
四
十
一
年
以
降
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
。
子
供
の
言
動
が
水
俣
病
に
犯
さ
れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
こ
と
に
よ
る
削
除
と
考
え
て
よ
い

l
平
野
)

一
月
二
日

大
風
波

出
ら
れ
ず

我
、
寝
ぐ
る
み
、
大
風
波
で
川
い
出
ら
れ
な
い
の
で
、
食
後
、
彦
造
さ
ん
方
い
せ
ん
ぺ
い
百
円
持
っ
て
遊
び
に
行
く
。
妻
、
台
所
仕
事
。

一
時
半
頃
、
ヨ
キ
母
子
(
一
停
感
冒
で
不
参
)
年
始
に
来
て
、
其
後
喜
代
司

l
、
喜
三
男
2
、
布
部
兄

3
、
及
び
、
オ
イ
初
才
位
い

4
、

四
喜
男
5
、
父
6
と
我
7
、
大
淵
2
、
計
九
人
。
や
つ
め
小
型
幻
本
焼
い
て
、
ミ
ゴ
イ
と
ハ
イ
魚
一
貫
五
百
匁
位
サ
シ
ミ
取
っ
て
、
サ
シ

、
も
や
つ
め
も
あ
ま
っ
た
。
十
二
時
頃
寝
た
。
我
、
眠
れ
な
か
っ
た
。

一
月
三
日

風
波
止
む
、
く
も
り

36 

我
、
六
時
に
起
き
て
、

一
服
後
川
い
出
た
。
清
三
さ
ん
行
っ
て
い
た
。
ガ
ス
が
沢
山
付
い
て
、
袖
網
一
枚
竹
抜
け
て
流
れ
た
が
、
次
の

袖
に
止
ま
っ
て
い
た
。
竹
三
本
折
れ
て
い
て
網
三
ひ
ろ
位
い
切
れ
て
い
た
。
十
時
半
に
上
が
る
。
朝
食
後
、
網
洗
い
直
し
て
、
元
網
だ
け

修
理
し
て
、
下
流
六
番
に
張
る
。
日
暮
れ
て
上
が
る
。
喜
代
平
、
お
昼
に
来
て
、
や
つ
め
二
本
喰
っ
て
、
布
部
連
中
連
れ
て
山
ノ
下
い
帰

近喜代一日記

る
。
四
喜
男
、
日
暮
れ
て
帰
る
。
喜
代
司
だ
け
夕
食
に
残
る
。
ミ
つ
親
子
四
人
来
て
や
つ
め
六
本
焼
い
て
喰
わ
せ
る
。
喜
三
男
、
普
作
方

に
よ
ば
れ
て
行
く
(
秀
男
夫
婦
来
て
)
。

大
風
波

一
一
ヒ
張

一
月
四
日

(能法 '08)41・1.41 (246) 



料

我
、
七
時
頃
出
て
網
上
げ
始
め
た
が
風
波
出
て
逃
げ
た
。
其
、
又
、
行
っ
た
が
元
網
片
方
だ
け
た
ぐ
っ
て
、
又
、
逃
げ
た
。
其
後
、
大

史

し
け
で
休
む
。
ミ
つ
夫
婦
に
サ
シ
ミ
取
っ
た
り
魚
の
み
そ
汁
作
っ
た
り
し
て
馳
走
し
た
。
夕
食
後
、
五
時
半
に
帰
っ
て
行
く
。
妻
、
炊
事
。

我
、
米
や
の
為
に
網
上
げ
さ
せ
ら
れ
て
張
ら
れ
ず
。

一
月
五
日

風
波
有
り

74 

我
、
今
朝
六
時
に
起
き
て
一
服
後
、
お
も
ち
を
喰
っ
て
川
い
出
る
。
網
皆
上
げ
て
十
時
頃
帰
り
、
山
田
と
清
三
さ
ん
方
へ
行
つ
て
は
り

か
い
す
る
の
か
ど
う
か
?
忠
吾
か
ら
聞
い
て
お
昼
後
、
本
所
場
い
張
る
。
南
風
で
っ
か
れ
た
。
妻
、
台
所
仕
事
。
喜
代
平
、
小
池
の
母
死

亡
し
て
給
料
八
万
円
と
香
典
二
、

0
0
0円
持
っ
て
行
き
、
お
昼
、
我
、
家
で
喰
っ
て
帰
る
。
広
川
母
娘
、
年
始
に
来
て
夕
食
。
酒
食
し

て
宿
る
つ
も
り
。

一
月
六
日

南
の
風
く
も
り

16 
本

我
、
六
時
半
に
出
て
袋
上
げ
。
片
側
竹
ぬ
い
て
流
す
。
午
後
袖
網
一
枚
追
加
し
て
島
端
泊
張
る
。
喜
代
次
さ
ん
年
始
に
来
て
宿
る
。

広
川
母
娘
、
夕
食
後
帰
っ
て
行
く
。
夜
、
山
幸
方
で
や
っ
め
漁
師
会
議
有
り
。

一
月
七
日

く
も
り
時
々
晴

36 
本

我
、
朝
食
後
網
上
げ
て
、
潮
引
き
の
為
、
源
七
前
泊
下
が
っ
て
回
る
。
午
後
、
小
魚
捕
り
用
袖
綱
取
り
付
け
て
三
時
過
ぎ
か
ら
張
っ

た
の
で
、
お
そ
く
上
が
る
。
喜
代
次
さ
ん
と
お
ぢ
い
さ
ん
、
津
島
屋
に
年
始
に
行
っ
た
D

山
幸
夜
来
て
、
本
所
(
博
造
)
に
連
絡
し
て
願

っ
た
ら
も
う
1
つ
来
て
も
よ
い
と
言
わ
れ
た
こ
と
を
知
ら
せ
に
来
た
。
お
ぢ
い
さ
ん
等
、
津
島
屋
宿
り
。

一
月
八
日

雨

七
本

五
O
O匁

我
、
八
時
頃
出
て
袋
上
げ
。
彦
造
さ
ん
方
で
一
服
し
て
来
た
。
小
魚
用
袖
が
悪
か
っ
た
の
か
?
七
本
し
か
い
な
か
っ
た
。
下
の
状
況
三
、

七、

7
本
。
忠
、
消
。
妻
、
台
所
仕
事
の
後
、
本
家
い
昨
年
の
俵
納
お
さ
め
に
行
く
。

22 
本

四
、
印
本
、
五
、
日
本

六
、
げ
本

(飽法'08)41 -1. 42 (245) 



一
月
九
日

大
風
波

五
O
O匁

20 
本

我
、
風
波
の
為
、
お
昼
頃
、
清
三
さ
ん
と
出
て
袋
上
げ
る
D

濁
川
、
年
始
み
や
げ
に
や
っ
め
叩
本
、
大
4
、
小
6
喜
代
栄
に
届
け
さ
せ
、

我
、
四
時
頃
泊
網
が
す
ほ
ろ
い
た
り
直
し
た
り
し
て
濁
川
い
年
始
に
行
く
。
消
垂
と
我
と
庄
造
さ
ん
、
嘉
助
兄
、
お
客
で
仕
出
し
取
ツ
て

馳
走
に
な
る
。
夕
食
後
、
庄
造
方
い
風
呂
は
入
り
に
行
っ
て
ピ

l
ル
馳
走
に
な
っ
て
、
ロ
時
頃
、
治
助
方
い
帰
り
寝
る

一
月
十
日

風
波

19 

小
魚
二
貫
匁

我
、
朝
食
前
に
網
上
げ
に
来
て
、
袋
上
げ
、
羽
形
流
し
て
、
又
、
九
時
頃
濁
川
い
行
き
、
馳
走
に
な
っ
て
、

一
眠
り
し
て
、
午
後
一
時

日
分
に
帰
る
。
其
後
、
網
が
す
ほ
ろ
い
て
直
し
、
日
暮
に
帰
っ
て
ス
モ
ウ
見
た
。
妻
、
今
日
は
-
日
市
婦
人
会
の
新
年
会
に
行
く
。
大
淵

や
つ
め
代
受
取
。

一
月
十
一
日

く
も
り
風
な
し

61 
本

我
、
六
時
半
に
出
て
、
網
上
げ
て
、
良
く
洗
う
。
又
、
風
波
が
出
る
と
一
百
ふ
の
で
早
昼
喰
っ
て
二
番
に
張
る
。
四
時
半
頃
上
が
っ
て
テ

レ
ピ
ス
モ
ウ
見
る
。
妻
、
炊
事
其
他
。
喜
代
司
の
妻
と
サ
ナ
イ
年
始
挫
に
藤
平
の
土
地
見
来
。

一
月
十
二
日

大
風
波

ミ
コ
一
貫
鈴
り

12 
本

我
、
九
時
前
に
出
て
袋
上
げ
る
。
其
後
、
す
ぐ
袖
一
枚
追
加
し
て
張
る
。
夕
方
、
全
部
が
す
ほ
ろ
い
て
直
す
。
四
時
に
上
が
っ
て
ス

モ
ウ
見
る
。
今
夕
、
喜
三
男
方
で
新
年
会
有
る
か
ら
六
時
治
に
来
て
く
れ
と
言
っ
て
電
話
有
っ
た
が
、
網
心
配
な
の
で
行
か
な
か
っ
た
。

妻
、
針
仕
事
(
ミ
シ
ン
)
詑
に
炊
事
。
彦
造
方
で
一
服
し
た
。
昨
日
、
ヨ
シ
エ
に
頼
ん
で
万
年
筆
8
0
0
円
買
っ
た
。

近海代一日記

一
月
十
三
日

66 

二
貫
五

O
O

く
も
り
小
雪

我
、
八
時
頃
網
上
げ
に
行
き
、
風
波
出
る
様
な
の
で
袋
だ
け
上
げ
て
来
た
。
や
つ
め
6
本
、
ミ
ゴ
イ
一
貫
五

O
O匁
以
上
取
り
、
助
エ

門
方
い
白
菜
も
ら
っ
た
礼
に
五
、
六
百
匁
ゃ
っ
た
。
昼
は
袖
網
の
修
り
し
て
三
時
半
頃
出
て
、
網
の
が
す
ほ
ろ
い
て
、
直
し
て
帰
り
、
テ

(飽法・08)41・1.43 (244) 



科

レ
ピ
ス
モ
ウ
見
る
。
妻
、
炊
事
。
今
日
、
又
、
ミ
イ
が
狂
っ
て
来
て
心
配
な
り
。

史

。
昨
夕
か
ら
今
朝
に
か
け
て
雪
、

一
尺
以
上
ふ
る
。

一
月
十
四
日

南
西
の
風
雨
又
は
ア
ラ
レ

57 

一
貫
匁

我
、
七
時
に
出
て
網
上
げ
る
。
其
後
、
ぽ
つ

L
出
て
皆
上
げ
始
め
た
。
我
、
朝
食
後
、
す
ぐ
三
等
場
い
行
き
張
る
。
以
前
と
違
っ
た

場
割
り
方
し
て
い
る
の
を
知
ら
ず
に
、
変
に
張
っ
た
。
清
三
、
彦
造
さ
ん
昼
後
来
た
の
で
、
北
の
風
に
あ
を
ら
れ
て
な
お
変
て
こ
に
張
る
。

今
日
は
ミ
ゴ
イ
七
百
匁
位
い
と
や
っ
め
七
本
。
妻
、
小
餅
っ
き
挫
に
炊
事
。
馳
走
は
ミ
ゴ
の
煮
魚
、
さ
し
み
、
豆
腐
油
上
汁
、
菜
漬
け
、

納
豆
、
そ
の
他
。
政
子
、
又
、
三
学
期
も
学
級
委
員
と
な
る
。

一
月
十
五
日

く
も
り
時
々
晴

54 

五
O
O匁

我
、
七
時
に
出
て
、
袋
上
げ
て
帰
る
。
張
り
方
が
お
も
し
ろ
く
な
か
っ
た
の
で
、
網
竹
ぬ
い
て
流
し
元
網
だ
け
上
げ
る
。
食
後
、
全
部

上
げ
て
張
り
直
す
。
今
度
は
思
ふ
通
り
に
張
っ
た
。
修
理
し
乍
ら
張
っ
た
の
で
、
三
時
頃
帰
る
。

一
月
十
六
日

く
も
り
後
大
風
波

八
O
O匁
ほ
ら

54 

我
、
今
朝
雪
降
り
で
海
の
方
も
ま
つ
暗
な
の
で
、
食
後
出
て
行
く
。
七
時
半
過
ぎ
て
も
誰
れ
も
集
ま
ら
ぬ
の
で
、
清
三
さ
ん
と
二
人
袋

上
げ
て
帰
っ
た
が
お
其
後
、
上
川
の
者
全
員
上
げ
た
か
ら
と
言
ふ
の
で
、
彦
造
さ
ん
と
三
人
で
上
げ
始
め
た
ら
、
大
風
波
で
逃
げ
帰
る
。

其
後
、
風
波
止
ま
ず
内
川
、
忠
山
だ
け
張
っ
た
。
米
屋
渡
し
却
、
参
、
四
三

O
円
。
勘
五
郎
三

O
本
、
ヨ
キ
(
大
淵
)
、
和
侍
川
本
と
悶

ら
と
ミ
ヨ
イ
サ
シ
ミ
魚
ゃ
っ
た
。
父
、
今
晩
サ
シ
み
と
肉
焼
で
一
ぱ
い
や
り
、
よ
ろ
こ
ん
で
い
た
。

此
の
畠
一
反
一
セ
一

O
歩
、
代
金
一

O
七
万
参
武
六
八
円
也
。
栗
原
レ
ミ
コ
ン
に
寅
渡
す
。
(
ノ
l
ト
の
裏
表
紙
見
開
き
に
記
入
し
て

あ
る
|
平
野
)
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「
日
記
帳

前

自
昭
和
伺
年
1
月
げ
日

自
昭
和
初
年
抱
月
6
日

後

至

6
月
旬
日

至
昭
和
制
年
2
月
幻
日

同

六
代
田

近
喜
代

〈
金
貸
借
控
v
」

(
一
頁
目
に
記
載
の
金
銭
貸
借
控
は
省
略
|
平
野
)

鮭
袋
仕
立
て
寸
法
詑
に
日
数
、
記
録
。

上
ー
下
三
角
1
1
0
目
、
横
1
0
0
目、

7
目
づ
、
残
し
て
切
る
。
側
立
1
4
0
目
、
横
1
1
2
目、

ド
グ
チ
足
形
九
尺
、
羽
形
八

尺
五
寸
。
ロ

l
プ
グ
タ
与
に
し
て
、
後
日
直
す
。
(
以
上
、
二
頁
目
に
記
載
|
平
野
)

昭
和
四
十
年

昭
和
田
十
年
一
月
十
七
日

1 

五
百
匁

我
、
今
朝
食
後
、
八
時
頃
出
て
、
網
上
げ
て
す
ぐ
四
等
に
張
る
。
清
三
さ
ん
上
げ
な
い
為
、
じ
ゃ
ま
に
な
り
「
か
い
て
」
上
げ
て
張
る
。

近喜代一日記

要
松
さ
ん
、
早
く
行
っ
て
網
洗
い
直
し
て
い
た
。
我
、
終
っ
て
か
ら
全
部
足
形
調
べ
て
清
三
さ
ん
と
帰
る
。
父
、
庵
主
様
へ
だ
ん
家
全
部

招
待
し
て
、
今
後
、
五
ヶ
年
に
又
く
わ
ん
金
お
願
い
し
た
。
⑨
前
回
の
二
割
増
と
決
定
し
た
。
我
若
手
年
弓
二
ハ
O
円
也
。

夕
方
、
津
島
や
若
夫
婦
、
子
供
二
人
共
年
始
に
来
て
、
酒
食
後
九
時
頃
帰
っ
て
行
く
。
彦
十
郎
さ
ん
酒
に
ゅ
う
て
来
て
い
ろ

L
ベ
ん
じ

て
行
く
。
我
、
夕
方
、
田
村
医
者
へ
診
察
に
行
く
。
(
後
頭
部
痛
く
て
心
配
の
為
)
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科

ノ
¥
J
h
u
h
り

25 

一
月
十
八
日

史

我
、
彦
一
さ
ん
に
頼
ま
れ
て
、
七
時
治
に
帰
れ
る
様
六
時
に
出
て
袋
上
げ
て
渡
す
。
要
助
さ
ん
も
一
し
ょ
に
帰
る
。
其
後
、
彦
造
さ

ん
方
で
遊
び
、
川
い
出
て
網
の
が
す
ほ
ろ
い
て
い
る
と
、
要
松
さ
ん
来
て
、
上
げ
て
交
代
せ
よ
と
の
事
で
急
ぎ
山
田
方
い
集
ま
り
、
相
談

協
議
の
結
果
、
明
日
交
代
す
る
事
に
決
定
し
、
す
ぐ
網
直
し
に
行
く
。
山
幸
、
内
川
二
人
分
張
り
、
忠
と
字
、
勝
手
に
休
む
。
妻
、
魚
上

げ
仕
事
に
行
く
。
朝
四
時
却
に
帰
る
。
初
時
間
て
六

O
O円
、
朝
四
時
半
に
帰
る
。

一
月
十
丸
日

35 

一
人
徐

ノ、
J
D
hソ

我
、
清
三
さ
ん
む
か
い
に
来
て
、
六
時
す
ぎ
に
出
て
、
要
助
と
三
人
共
網
上
げ
る
。
(
三
)

一
本
、
(
問
)
5
本
、
(
五
)
お
本
。
朝
食

後
、
我
と
清
三
さ
ん
、
要
助
さ
ん
、
休
ん
だ
為
、
又
、
元
の
所
い
張
っ
て
二
時
に
昼
食
。
妻
、
寝
休
み
。
濁
川
の
義
母
、
年
始
に
こ
ら
れ

て
妻
も
起
き
る
。
や
つ
め
一
本
焼
と
ミ
ゴ
イ
の
サ
シ
ミ
沢
山
つ
け
、
よ
ろ
こ
ん
だ
。

一
月
ニ
十
日

く
も
り
風
な
し

三
百
匁

16 

我
、
七
時
頃
袋
上
げ
て
、
午
後
袖
網
の
が
す
ほ
ろ
い
て
帰
り
、
テ
レ
ビ
ス
モ
ウ
見
る
。
今
日
も
や
っ
め
と
サ
シ
ミ
馳
走
し
た
。
今
晩
も

宿
る
。
子
供
達
も
よ
ろ
こ
ん
で
い
ろ

L
話
し
て
い
た
。

一
月
二
十
一
日

く
も
り
風
と
雪
少
じ

34 

我
、
朝
食
後
、
清
三
さ
ん
方
い
行
き
、
山
幸
、
宇
三
郎
、
彦
迭
さ
ん
も
よ
ぴ
、
協
議
の
上
、
張
か
い
し
な
い
事
に
決
定
し
、
お
昼
泊

に
袋
上
げ
て
来
た
。
山
、
消
、
我
、
三
人
で
同
時
に
上
げ
て
帰
る
。
濁
川
の
義
母
、
帰
り
に
や
っ
め
叩
本
(
五
百
円
)
買
っ
て
帰
る
。
よ

ろ
こ
ん
で
帰
っ
て
行
く
。
我
、
午
後
網
が
す
ほ
ろ
い
て
直
す
。

一
月
二
十
二
日

く
も
り
小
雨
と
あ
ら
れ

8
0
0
匁

12 

我
、
六
時
半
に
出
て
網
上
げ
る
。
九
時
半
に
帰
り
、
朝
食
後
休
む
。
早
昼
喰
っ
て
網
張
り
に
行
き
、
四
時
に
帰
り
、
テ
レ
ビ
見
る
。
妻
、

(随法 '08)41 -1， 46 (241) 



午
前
日
時
に
出
て
魚
仕
事
に
行
く
。
午
後
六
時
現
在
、
未
だ
帰
ら
ず
。
今
朝
、
勘
五
郎
に
日
本
波
す
。
現
金
。
夕
食
後
、
小
魚
焼
く
。

一
月
二
十
三
日

大
風
波

出
ら
れ
ず

我
、
朝
食
後
、
彦
造
さ
ん
方
い
遊
び
に
行
き
、
舟
大
工
と
会
っ
て
、
彦
さ
ん
方
で
酒
食
馳
走
に
な
っ
て
き
た
。
大
風
波
の
為
、
誰
れ
も

出
ら
れ
ず
D

夕
方
、
我
、
場
所
泊
行
っ
て
、
竹
ぬ
け
た
所
を
ふ
っ
て
直
し
て
来
た
。
大
波
(
一
米
以
上
)

の
為
、
袋
上
げ
づ
に
帰
っ
た
。

や
つ
め
全
部
資
れ
て

O
。
妻
、
炊
事
の
外
休
む
c

ミ
イ
、
医
者
い
行
き
日
暮
れ
て
も
帰
ら
ず
。

一
月
二
十
四
日

大
風
波
夕
方
又
強
し

9 

一
貫
匁

我
、
食
後
、
二
五
ェ
門
方
で
宇
三
郎
、
山
幸
共
連
絡
し
て
、
交
代
し
な
い
事
に
決
定
し
、
風
波
の
為
上
げ
に
出
て
、

一
度
も
ど
り
、
二

時
過
ぎ
又
出
て
、
袋
上
げ

(
9
本
、
魚
一
貧
弱
)
西
の
袖
が
す
流
し
て
直
す
D

妻
、
午
前
休
み
。
午
後
、

ヨ
シ
エ
と
町
い
服
地
買
い
に
行

く
。
帰
り
お
そ
し
。
ミ
つ
夫
婦
、
四
人
来
て
、
夕
方
帰
っ
た
。
喜
代
司
来
て
、
藤
平
の
土
地

1
0
7
坪
、
単
価
一
万
一
千
円
に
願
っ
て
来

た
と
言
っ
て
、
ミ
ツ
等
の
自
動
車
で
帰
っ
た
白

一
月
二
十
五
日

風
波
夕
方
次
第
に
止
む

8 

8
0
0匁

我
、
お
昼
頃
袋
上
げ
て
袖
網
三
枚
が
す
ほ
ろ
い
て
直
す
c

二
回
突
風
有
っ
て
で
つ
で
ぬ
れ
た
」
c

宇
三
郎
さ
ん
も
袋
上
げ
て
、
山
幸
出

な
か
っ
た
。
夕
方
、
我
、
小
魚
、
助
門
と
政
一
一
郎
方
い
各
七

O
O匁
位
つ
、
ゃ
っ
た
。
毎
日
と
れ
る
の
で
、
喰
い
切
れ
な
い
為
(
米
こ
な

し
代
、
ま
け
て
も
ら
っ
た
り
大
恨
、
青
白
菜
も
ら
っ
た
お
礼
)
。
タ
万
、
我
、
喜
代
栄
、
君
子
等
と
舟
板
運
搬
し
て
家
の
前
に
持
っ
て
き

た
。
ハ
シ
ぬ
か
切
り
返
し
た
。

近喜代一日記

一
月
二
十
六
日

風
波
止
む

20 

我
、
七
時
よ
り
出
て
網
上
げ
る
。
四
日
も
張
っ
て
置
い
た
の
で
、
が
す
ほ
ろ
く
に
難
儀
し
た
。
お
昼
後
、
本
所
場
い
張
り
に
行
く
時
、

忠
吾
と
一
し
ょ
に
な
り
、
停
造
の
右
か
左
か
と
聞
か
れ
た
の
で
、
束
と
答
え
た
ら
忠
吾
は
す
ぐ
下
場
い
行
っ
て
し
ま
っ
た
。
ぷ
つ
く
た
一
冨

(龍法 '08)41・1.47 (240) 



料

っ
て
い
た
と
の
事
。
我
、
あ
ま
り
束
い
行
き
過
ぎ
て
?
又
、
袋
=
マ
ゲ
所
節
も
切
れ
て
い
て
、
今
朝
二
本
し
か
い
な
か
っ
た
。

史

一
月
二
十
七
日

く
も
り
雨

2 

我
、
八
時
前
に
出
て
袋
上
げ
た
が
、
二
本
し
か
い
な
か
っ
た
の
で
、
十
一
時
に
川
い
出
て
元
網
上
げ
て
調
べ
た
所
、
袋
三
ヶ
所
、
三
節

切
れ
て
い
た
の
で
修
理
し
、
良
い
所
い
移
動
し
て
元
網
だ
け
張
り
終
ら
ぬ
内
に
、
風
波
出
て
逃
げ
る
。
其
後
、
コ
タ
ツ
で
一
眠
り
し
た
。

夕
方
、
益
々
風
波
強
く
成
り
其
の
ま
二

一
月
二
十
八
日

く
も
り
時
々
雨

2 

我
、
八
時
頃
出
て
要
松
さ
ん
と
会
い
、
張
り
か
い
し
な
い
と
の
事
で
、
彦
造
さ
ん
方
で
一
服
し
、
其
後
、
袋
上
げ
て
網
張
る
。
帰
り
に

袖
網
一
枚
持
っ
て
来
て
修
理
し
、
夕
方
、
追
加
張
り
し
て
停
造
さ
ん
と
附
け
て
来
た
。
コ

l
レ
ン
ポ
の
心
配
有
る
も
、
大
漁
し
た
い
為
。

妻
、
炊
事
。
先
日
、
妻
の
生
命
保
険
一

O
万
円
取
り
、
日
年
付
き

7
2
0
円
か
け
け
い
約
し
た
。
夕
方
、
寒
さ
き
び
し
い
の
で
、
又
、
父
、

酒
切
ら
し
て
い
た
の
で
一
升
買
っ
た
。

一
月
二
十
九
日

風
波
有
り

20 

我
、
網
上
げ
て
、
袋
修
理
し
張
り
直
す
。
鱒
造
さ
ん
と
く
っ
つ
け
た
。
し
け
の
為
、
張
り
か
い
な
し
。
我
、
酒
一
升
と
豆
腐
四
ヶ
お
ご

る
。
彦
造
方
。

一
月
三
十
日

風
波
有
り

15 

我
、
袋
上
げ
て
片
方
だ
け
流
し
、
夕
方
、
又
、
張
る
。

一
月
三
十
一
日

く
も
り
風
少
し

12 

我
、
網
上
げ
て
、
お
昼
頃
、
八
番
の
米
や
の
東
方
い
張
る
。
ま
く
り
十
本
落
と
す
。
広
川
母
娘
来
て
、
酒
一
升
出
し
て
宿
る
。
喜
代
司

も
来
て
、
土
地
の
話
、
藤
平
方
で
し
て
、
酒
一
升
お
ご
っ
て
、
藤
一
さ
ん
と
飲
み
乍
ら
話
し
て
来
た
。
家
で
、
又
、
酒
飲
む
。
家
で
も
酒

(龍法 '08)41 -1， 48 (239) 



一
升
お
ご
っ
て
行
っ
た
由
。

武
月
一
日

風
波
寒
ず
る

。

我
、
か
ら
上
が
り
で
午
後
上
げ
て
、
西
方
い
張
り
直
す
。
下
風
有
っ
て
つ
か
れ
た
。
広
川
、
お
昼
後
帰
る
。
妻
、
炊
事
其
他
。
今
朝
、

岩
次
郎
姉
来
て
、
八
ツ
目
六
本
買
っ
て
行
く
。
下
ろ
し
で
や
る
。

二
月
二
日

大
風
波

3 

我
、
朝
六
時
に
起
き
て
袋
上
げ
、
竹
ぬ
い
て
流
し
て
き
た
。
米
や
も
二
日
だ
め
し
て
一
本
、
内
川
清
三
さ
ん

4
本
で
不
漁
。
其
後
、
ミ

イ
が
又
シ
ン
ケ
起
き
て
「
さ
か
う
ら
み
」
話
し
て
い
る
の
で
、
聞
け
ば
心
気
や
け
る
の
で
、
彦
造
さ
ん
方
い
遊
び
に
行
く
。
先
日
、
彦
造

さ
ん
に
話
を
き
い
た

o
m万
円
の
債
券
下
ろ
す
事
を
彦
造
さ
ん
の
妻
に
又
頼
ま
れ
た
の
で
、
帰
っ
て
す
ぐ
農
協
い
行
っ
て
普
通
貯
金
帳
よ

り
五
万
円
お
ろ
し
て
来
て
、
先
日
、
生
命
保
険
四
万
円
と
や
っ
め
代
一
万
円
足
し
て

m万
円
こ
し
ら
い
た
。
父
も
馬
鹿
娘
の
為
に
苦
の
う

の
あ
ま
り
遊
び
に
行
く
。
姿
も
出
て
行
っ
て
家
に
誰
れ
も
い
ず
、
馬
鹿
娘
だ
け
が
相
手
待
ち
に
居
て
い
ろ

L
と
話
し
て
い
た
。
其
後
、

彦
一
さ
ん
妻
む
か
い
に
来
て
行
く
と
、
父
と
要
松
さ
ん
、
彦
造
さ
ん
居
て
、
酒
の
む
支
度
し
て
い
て
、
我
、
サ
シ
ミ
取
り
、
豆
腐
や
つ
め

汁
で
一
升
の
み
、

ソ
パ
馳
走
に
な
り
、

一
眠
り
し
て
夕
方
帰
る
。
喜
作
さ
ん
来
て
酒
三
合
以
上
の
ん
で
帰
る
。

二
月
三
日

大
風
波

× 

全
員
風
波
の
為
、
出
ら
れ
ず
。
休
養
。
妻
、
炊
事
設
に
針
仕
事
。

一
一
月
四
日

大
風
波

× 

午
後
三
時
頃
よ
り
風
弱
ま
る

近喜代一日記

我
、
寝
ぐ
る
み
休
み
で
、

m時
頃
彦
造
さ
ん
方
い
遊
び
に
行
き
、

一
服
し
て
舟
の
雪
の
け
に
行
く
。
お
昼
後
、
網
張
り
に
出
た
が
又
強

風
吹
い
て
来
た
の
で
逃
げ
た
。
家
で
一
服
し
て
、
三
時
に
又
出
て
、
全
部
張
っ
た
。
清
、
忠
、
米
等
も
出
て
直
す
。
下
場
不
明
。
妻
、
炊

事
針
仕
事
。
夜
、
生
花
講
習
会
に
行
く
。
近
頃
カ
ゼ
流
行
し
あ
り
、
注
意
要
。
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科

一
一
月
五
日

大
風
波
夕
方
弱
ま
る

我
、
夕
方
大
波
有
っ
た
が
、
出
て
網
張
る
。
其
後
、
皆
出
て
直
し
て
い
た
。
我
、
日
暮
れ
泊
に
全
部
終
る
。

史

二
月
六
日

大
風
波

6 

今
日
は
、
皆
と
停
造
、
計
叩
人
で
砂
取
り
舟
、
島
か
ら
お
ろ
す
仕
事
を
終
り
、
山
幸
方
で
酒
二
升
追
加
、
停
造
一
升
、
計
三
升
の
ん
で
、

我
、
へ
べ
れ
け
に
酔
っ
て
、
袋
上
げ
た
事
も
其
他
の
事
も
全
部
お
ぼ
い
が
な
い
の
で
驚
い
た
。

二
月
七
日

風
波
有
り

7 

我
、
網
上
げ
に
出
た
が
、
彦
造
さ
ん
方
で
要
松
さ
ん
と
話
の
結
果
、
町
い
行
っ
て
入
沢
網
庖
に
行
き
、
鮭
用
袋
網
材
料
六
千
三
百
円
現

金
質
。
彦
造
さ
ん
は
、
袋
半
分
其
他
、
要
松
さ
ん
、
細
ロ

l
プ
等
買
っ
て
カ
ツ
ド
ン
馳
走
に
成
っ
て
帰
り
、
其
後
、
袋
上
げ
た
。

一
一
月
八
日

B青

3 

我
、
六
時
半
に
出
て
網
上
げ
て
、
き
れ
い
に
洗
っ
て
干
す
。
食
後
、
丈
足
し
、
網
八
節
を
回
目
づ
=
切
る
。
お
昼
後
、
八
等
場
い
張
る
。

袖
三
枚
附
け
て
夕
方
上
が
る
。
妻
、
昨
日
、
女
衆
八
人
で
ピ
!
チ
セ
ン
タ
ー
行
、

一
日
中
し
、
夕
方
帰
る
。
四
喜
男
、
昨
日
来
て
家
新
ち

く
す
る
の
に
手
つ
だ
っ
て
ほ
し
い
と
言
っ
て
来
た
。

一
一
月
丸
日

晴
後
く
も
り
夕
方
雨

11 

我
、
八
時
に
袋
上
げ
て
西
袖
羽
形
流
す
。
其
後
、
清
三
さ
ん
方
い
八
人
集
ま
っ
て
組
合
長
を
待
っ
て
い
た
が
、
話
が
違
っ
て
、
津
島
屋
、

新
二
郎
方
い
集
合
す
る
事
と
な
り
、
要
松
さ
ん
、
清
三
さ
ん
、
我
、
三
人
出
て
、
本
所
二
人
、
津
島
屋
九
人
で
大
き
ぼ
用
水
の
補
し
よ
う

料
に
封
ス
ル
調
査
。
上
中
下
と
三
段
に
分
け
却
人
を
調
査
。
書
類
完
。
お
昼
酒
一
升
、
パ
ン
印
ケ
。
帰
っ
て
、
夕
方
、
網
直
し
て
来
た
。

妻
-
炊
事
其
他
。

一
一
月
十
日

小
風
波
有
り

l 
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我
、
八
時
頃
出
て
袋
上
げ
。
が
す
ほ
ろ
い
て
お
昼
に
帰
る
。
其
後
、
鮭
の
袋
作
り
始
し
め
る
。
父
、
夕
方
、
喜
代
次
さ
ん
方
い
年
始
に

行
く
。
兄
弟
四
人
揃
っ
た
と
の
こ
と
。
宿
り
。

ニ
月
十
一
日

く
も
り
雪
少
し

16 

我
、
八
時
過
ぎ
に
出
て
本
所
場
網
上
げ
る
。
何
日
も
立
越
の
為
、
お
昼
一
泊
か
、
っ
た
。
お
昼
後
、

一
等
場
張
る
。
穴
を
砂
舟
で
埋
め
、

夕
方
、
サ
シ
網
一
枚
張
っ
て
来
た
。
父
、
年
始
よ
り
帰
る
。
妻
、
炊
事
其
他
。
夜
、
生
花
行
く
。
消
三
さ
ん
、
鱒
一
本

(
2
K
)
取
る
。

君
子
、
政
子
、
ぎ
ょ
う
虫
駆
除
薬
飲
ま
す
。

二
月
十
二
日

ノ¥・
1
u
hり

9 

我
、
朝
食
前
に
袋
上
げ
る
。

8
本
食
後
、
新
袋
(
鮭
用
)
作
り
、
夕
方
、
又
、
川
い
出
て
網
直
し
た
り
、
サ
シ
網
張
る
。
妻
、
台
所
仕

事
、
其
他
。

二
月
十
三
日

く
も
り
時
々
晴

我
、
六
時
半
に
出
て
網
上
げ
る
。
(
袋
)
食
後
、
全
部
上
げ
て
元
網
だ
け
張
っ
て
、
お
昼
後
、
全
部
張
り
、
足
形
砂
で
う
め
て
袖
網
と

竹
、
始
末
し
た
。
今
朝
、
サ
シ
網
に
う
と
言
う
烏
が
か
か
っ
て
い
て
夕
食
に
烏
汁
、
皆
で
喰
っ
た
。
妻
、
前
向
。
夕
食
後
、
妻
に
今
月
分

給
料
一
万
円
渡
す
。
残
り
五
、

0
0
0円。

一
一
月
十
四
日

く
も
り
雨
少
し

1 

我
、
六
時
半
に
出
て
袋
見
た
が
、

一
本
し
か
居
な
い
の
で
上
げ
ず
に
帰
り
、
朝
食
後
、
四
喜
男
の
家
こ
わ
し
に
行
く
。
パ
ス
待
ち
し
て

近喜代一日記

い
た
ら
、
金
松
さ
ん
、
自
家
用
車
で
来
た
の
で
、
又
、
家
泊
戻
り
一
輪
車
つ
ん
で
行
く
。
こ
わ
し
方
早
く
終
わ
り
、
基
そ
掘
り
も
殆
ど

終
る
。
清
太
さ
ん
方
い
風
自
は
入
り
に
行
く
。
我
と
喜
代
次
、
喜
三
男
。
父
と
我
、
喜
三
男
の
自
動
車
で
山
ノ
下
い
行
き
ピ
l
ル
二
、
三

本
飲
ん
で
ス
テ
レ
オ
等
か
け
、
唄
言
っ
て
行
っ
て
ロ
時
過
ぎ
に
寝
た
。
ミ
ツ
オ
不
参
。

(飽法 '08)41・1，51 (236) 



科

大
風
波
小
雪
ち
ら

L

二
月
十
五
日

6 

史

父
と
我
、
喜
三
男
方
で
朝
食
馳
走
に
な
り
、
東
港
線
道
路
工
事
の
為
、
パ
ス
ピ
ル
泊
歩
い
て
や
っ
と
自
動
車
帰
る
。
我
、
す
ぐ
袋
上

げ。

7
本
。
小
畑
姉
さ
ん
に
資
る
。

5
6
0
円
。
お
昼
後
、
鮭
用
袋
作
り
。
昨
日
、
四
喜
男
方
で
網
包
盗
ま
れ
た
の
か
?
濁
川
金
松
さ
ん

が
間
違
っ
た
の
か
、
無
か
っ
た
の
で
、
完
成
で
き
ず
。

二
月
十
六
日

く
も
り
小
雪

2 

我
、
朝
食
前
に
川
い
出
て
袋
上
げ
る
。
二
本
と
小
魚
一
貫
匁
鈴
り
。
父
と
妻
、
皆
焼
い
た
。
食
後
、
我
、
四
喜
男
方
い
基
ソ
コ
ン
ク
リ

に
行
く
。
我
、
喜
代
次
、
喜
三
男
、
濁
川
三
人
、
大
工
と
四
喜
男
、
大
淵
清
太
、
計
十
人
で
ベ
い
ス
と
立
上
が
り
九
分
通
り
完
成
し
、
九

時
頃
帰
る
。
喜
代
司
を
送
り
、
濁
川
兄
を
送
り
、
又
、
我
、
家
油
送
ら
れ
て
き
て
ロ
時
過
ぎ
油
、
お
茶
の
み
話
し
て
帰
る
。

一
一
月
十
七
日

く
も
り
午
後
風
波
高
し

3 

我
、
八
時
に
網
上
げ
て
お
昼
後
、
三
等
い
張
り
に
行
っ
た
が
急
に
風
波
出
て
、
元
網
ド
グ
チ
立
て
逃
げ
る
。
帰
り
に
ミ
ゴ
二
疋
、
三
百

匁
つ
か
ま
い
て
来
た
。
妻
、
魚
仕
事
に
行
く
。

二
月
十
八
日

ノ
¥
J
b
hリ

午
前
、
我
、
袋
作
り
。
お
昼
後
、
三
等
場
上
げ
て
思
ふ
様
に
張
り
直
し
た
。
足
形
全
部
調
べ
て
サ
シ
網
二
把
張
っ
て
五
時
半
に
帰
る
。

妻
、
魚
仕
事
に
行
く
。
テ
ツ
夜
だ
と
博
言
来
る
。

二
月
十
丸
日

/
、
J
b
hリ

我
、
七
時
に
出
て
袋
上
げ
る
。
全
般
に
不
漁
。
食
後
、
袋
作
り
。
彦
造
さ
ん
遊
び
に
来
た
。
妻
、
今
朝
二
時
頃
帰
っ
て
来
て
寝
ぐ
る
み

休
み
。
午
後
、
我
、
袋
作
り
。
彦
造
さ
ん
方
の
も
う
そ
う
竹
一
本
切
っ
て
割
り
、
三
分
の
一
位
い
も
ら
っ
て
来
た
。
夕
方
、
網
袖
一
枚
張

り
直
し
て
サ
シ
網
一
枚
追
加
、
計
三
枚
張
っ
て
き
た
。
一
喜
代
平
長
男
生
ま
る

(飽法 '08)41・1.52 (235) 



⑦
二
月
二
十
日

我
、
朝
、
袋
上
げ
、
食
後
、
元
網
か
ら
上
げ
て
張
り
上
げ
て
張
る
c

お
昼
後
、
又
、
袖
網
張
り
、
サ
シ
網
三
把
張
る
。
妻
、
午
後
魚
仕

く
も
り
時
に
晴
夕
方
東
南
の
風

二
月
二
十
一
日

事
に
行
き
、
十
時
頃
帰
る
。
喜
代
司
方
注
文
の
サ
パ
一
箱
(
中
)
5
5
0
円
買
っ
て
来
た
。

南
西
|
西
の
風
波
強
し

我
、
風
波
の
為
、
川
い
出
ず
。
庵
主
様
の
家
材
道
具
片
付
け
、
娃
に
、
棚
、
押
入
、
床
な
ど
全
部
こ
わ
し
五
時
頃
上
が
る
。
夕
食
出
ず
。

妻
と
ミ
イ
、
喜
代
平
方
長
男
の
出
生
見
舞
に
行
く
。
ヨ
シ
エ
休
み
。
家
の
子
供
は
以
前
よ
り
手
つ
だ
い
仕
事
を
し
な
く
な
っ
た
。
妻
に
も

一
一
月
二
十
二
日

言
っ
て
ど
ん

L
さ
せ
ね
ば
将
来
骨
惜
し
み
者
が
出
る
。

猫

① 

大
風
波

風
波
の
為
川
い
出
ら
れ
ず
、
お
昼
頃
袋
上
げ
て
、
食
後
、
鮭
用
袋
網
の
竹
輪
四
ツ
作
る
。
昨
夜
猫
が
毒
喰
っ
た
ネ
ズ
ミ
喰
っ
た
の
か
、

夢
中
で
家
中
か
け
回
り
戸
に
打
っ
か
り
、
ひ
っ
く
り
返
り
大
さ
わ
ぎ
て
、
朝
治
家
中
眠
ら
れ
ず
0

・
夕
方
、
我
、
網
片
方
張
り
直
す
。
彦
造

一
一
月
二
十
三
日

さ
ん
方
、
前
金
の
や
つ
め
三
本
、
我
、
届
け
た
。

大
風
波

-
悦
}

我
、
風
波
の
為
川
い
出
ら
れ
ず
。
鮭
用
の
袋
作
り
(
竹
の
輪
作
り
)
。
妻
、
洗
た
く
炊
事
、
そ
の
他
。
今
日
、
夕
方
、
ネ
コ
死
亡
に

二
月
二
十
四
日

付
、
庵
主
様
に
お
経
上
げ
て
も
ら
っ
て
埋
葬
し
た
。
君
子
も
主
。

大
風
波
寒
波

今
日
も
大
風
波
で
川
い
出
ら
れ
ず
。
も
つ
ば
ら
袋
作
り
。
輪
六
ツ
あ
げ
、
二
ツ
か
り
、
取
り
付
け
完
了
し
た
。
彦
造
さ
ん
遊
び
に
来
た
。

近喜代一日記

二
月
二
十
五
日

寒
さ
の
為
流
感
が
は
や
っ
て
、
全
国
的
に
小
中
学
校
臨
時
休
校
有
り
。

④ 

小
魚
一
貫
鈴

(随法 '08)41・1，53 (幻4)



料

風
波
止
み
、
張
り
替
い
す
る
と
思
っ
て
八
時
過
ぎ
泊
待
ち
、
お
昼
後
、
袋
上
げ
て
片
方
張
り
直
す
。

史

一
一
月
二
十
六
日

く
も
り
雪

⑤ 

我
、
お
昼
後
網
上
げ
て
、
片
方
張
り
直
す
。
宇
三
郎
さ
ん
来
て
、
交
代
せ
よ
と
お
こ
っ
て
い
た
。
妻
、
炊
事
、
針
仕
事
。

一
一
月
二
十
七
日

小
風
波

⑦ 

我
、
袋
網
作
っ
て
い
て
、
夕
方
、
袋
上
げ
て
直
さ
ず
に
帰
る
。
妻
、
炊
事
、
針
仕
事
。

二
月
二
十
八
日

大
風
波

我

一
日
中
袋
作
り
。
ド
口
足
形
九
尺
、
羽
形
8
尺
5
寸
に
し
た
。
喜
代
司
、
夕
方
来
て
土
地
の
事
に
付
い
て
い
ろ
い
ろ
話
し
て
、
藤

平
方
い
出
か
け
て
行
く
。
土
地
地
目
変
更
申
告
書
の
事
。

三
月
一
日

大
風
波

⑥ 

我
、
午
前
、
袋
完
成
し
、
彦
造
さ
ん
遊
び
に
来
て
、
父
と
酒
飲
ん
で
帰
る
。
我
、
十
時
に
出
て
袋
上
げ
、
元
網
片
方
上
げ
て
張
り
直
す
。

袖
網
上
げ
て
干
し
、
別
の
網
、
夕
方
行
っ
て
張
る
。
山
幸
も
一
し
ょ
に
出
る
。
町
の
人
に
単
加
円
で
頁
る
。
ミ
ゴ
、
ハ
イ
一
貫
匁
あ
ま
り
。

毎
日
生
き
た
魚
の
サ
シ
ミ
で
夕
食
し
、
近
頃
、
父
も
我
も
姿
も
太
る
。

三
月
二
日

② 

ノ
¥
d
b
h
り

我
、
朝
食
後
、
山
幸
が
来
て
交
代
す
る
と
言
う
の
で
出
て
上
げ
る
。
帰
っ
て
、
お
昼
後
、
網
修
理
。
二
時
頃
出
て
、
五
等
場
張
る
。
め

ん
み
つ
に
張
っ
て
六
時
に
上
が
る
。
妻
、
勘
平
方
住
家
新
ち
く
の
為
、
小
縄
二
把
持
っ
て
行
き
、
帰
っ
て
、

一
左
ェ
門
方
い
固
定
資
産
税

納
め
て
来
た
。
其
他
炊
事
。
喜
代
栄
、
ス
ミ
、
餅
ひ
ろ
っ
た
。
政
子
も
揺
手
も
ち
日
も
ひ
ろ
っ
た
。
夕
食
に
煮
て
食
し
た
。

哨
後
風
波
有
り

三
月
三
日

⑤ 

我
、
朝
、
網
上
げ
て
、
其
後
、
袖
網
修
理
し
、
夕
方
、
川
い
出
て
網
直
し
た
。
妻
、
針
仕
事
、
炊
事
。
大
測
の
舟
大
工
、
酒
一
升
(
寒
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梅
)
持
っ
て
き
て
、
父
、
八
合
も
追
加
し
て
、
彦
造
さ
ん
を
む
か
い
て
、
四
人
で
一
升
八
合
の
む
。
や
つ
め

4
本
焼
き
、
サ
シ
ミ
一

m

づ
二
天
ぷ
ら
其
他
。

三
月
四
日

小
風
波
雪

⑭ 

我
、
朝
食
後
、
新
袋
に
袖
一
枚
付
け
て
、
十
時
よ
り
川
い
出
て
袋
上
げ
、
袖
一
枚
張
り
か
い
て
ほ
と
ん
ど
全
部
は
り
か
い
て
、
午
後
二

時
に
帰
り
昼
食
し
た
の
で
、
夕
食
ほ
し
く
な
し
。

悶
困

我
、
や
つ
め
網
上
げ
る
。
県
市
民
税
の
申
告
に
支
所
へ
行
く
。
帰
り
、
要
松
さ
ん
の
バ
イ
ク
に
の
せ
て
も
ら
っ
て
帰
る
。

三
月
五
日

風
雪

月
六
日

風
雪

⑨ 

我
、
朝
、
袋
上
げ
て
、
食
後
、
八
時
に
国
道
い
出
て
、
ヨ
キ
と
濁
川
金
松
の
自
動
車
で
四
喜
男
方
い
上
棟
式
に
行
く
。
前
ひ
さ
し
だ
け

広
小
舞
い
打
た
づ
に
上
が
り
、
イ
ナ
リ
様
方
で
食
事
し
て
、

m時
頃
、
喜
代
平
、
自
動
車
で
送
る
。
ヨ
キ
も
向
。
ヨ
キ
方
よ
り
コ

l
コ
二

桶
持
っ
て
行
く
。

三
月
七
日

く
も
り
時
々
小
雪

⑭ 

我
、
袋
上
げ
て
庵
主
様
の
家
こ
わ
し
に
行
く
。
喜
代
栄
も
半
日
手
つ
だ
い
し
て
き
た
。
屋
根
ま
く
り
し
て
、
お
昼
後
、
や
ね
こ
わ
し
、

夕
方
、
か
わ
ら
下
ろ
し
、
女
衆
と
年
寄
り
は
が
す
始
末
。
飯
、
宿
は
渋
谷
様
方
。

三
月
八
日

く
も
り
風
少
し

⑪ 
本

近喜代一日記

我
、
六
時
半
に
出
て
、
元
網
が
す
ほ
ろ
い
て
張
り
か
い
て
帰
り
、
九
時
だ
っ
た
の
で
、
午
前
、
妻
手
つ
だ
い
に
行
き
、
我
、
袖
も
皆
張

り
直
し
て
帰
り
、
お
昼
後
、
妻
と
交
代
し
て
、
庵
主
様
の
家
こ
わ
し
に
行
き
、
全
部
終
る
。

南
西
の
風

m
m
?
日
暮
よ
り
北
西
日

m

⑨ 

三
月
九
日

(臨法・08)41 -1. 55 (232) 



科

鵜
三
郎
方
で
山
幸
と
三
人
で
相
談
し
て
、
交
代
す
る
こ
と
に
決
し
網
上
げ
る
。
我
、
元
網
取
り
か
い
る
為
き
れ
い
に
洗
つ
て
は
さ
に
か

史

け
、
新
袋
出
し
て
元
網
作
り
、
六
等
場
に
張
り
か
い
た
。
突
風
の
為
逃
げ
て
、
ス
モ
ウ
見
終
っ
て
又
張
り
に
行
き
、
完
了
し
た
。
妻
、
庵

主
様
の
地
形
砂
入
れ
手
つ
だ
い
、
喜
代
栄
、
感
官
で
医
者
。
午
後
七
時
に
電
話
で
頼
む
。

風
波
高
し

三
月
十
日

我
、
大
風
波
の
為
、
川
い
出
ら
れ
な
い
の
で
休
養
。

三
月
十
一
日

風
波
次
第
に
弱
る

⑦ 

我
、
朝
、
六
等
場
上
げ
て
濁
川
分
に
張
る
。
砂
取
舟
の
穴
で
や
っ
と
張
っ
た
。
広
川
母
子
と
喜
作
さ
ん
来
て
、
テ
レ
ビ
ス
モ
ウ
見
て
、

母
娘
帰
る
。
我
、
喜
作
さ
ん
と
酒
五
合
位
い
の
む
。
喜
作
さ
ん
帰
っ
て
(
八
時
頃
)
後
、
ミ
イ
狂
い
始
め
、
灰
を
か
ぶ
っ
た
り
喰
っ
た
り
、

水
か
ぶ
っ
た
り
、
風
呂
は
入
っ
た
り
。
我
等
も
、
子
供
も
ほ
と
ん
ど
眠
ら
ず
監
視
し
、
六
時
過
ぎ
(
妻
が
)
起
き
て
か
ら
、
又
、
く
る
し

み
出
し
、
田
村
医
者
に
連
絡
し
、

い
ろ
〉
手
当
て
し
乍
ら
一
時
間
も
待
ち
、
す
ぐ
注
射
し
た
り
、
手
当
中
、
八
時
五
分
頃
死
亡
し
た
。

a

噌甲闘
割
引
間

其
後
、
父
も
弟
妹
逮
も
全
員
来
て
、
親
類
も
相
談
し
て
葬
儀
一
般
を
決
定
し
た
。
「
い

三
月
十
四
日

大
風
雨

三
月
十
二
日

雨
時
々
雪

③ 

今
朝
六
時
過
ぎ
に
ミ
イ
が
く
る
し
み
出
し
て
す
ぐ
医
者
に
連
絡
。
我
と
妻
、
子
供
等
で
手
当
て
し
て
い
る
う
ち
に
医
者
来
て
、
注
射
し

た
り
手
当
て
し
た
が
き
き
め
な
く
、
八
時
五
分
に
我
に
抱
か
れ
て
息
を
引
取
っ
た
。
田
村
医
者
も
手
当
し
乍
ら
顔
を
見
て
い
て
、
す
ぐ
ち

ょ
う
し
ん
器
当
て
:
心
臓
が
止
ま
っ
た
事
を
皆
に
知
ら
せ
た
。
そ
の
前
に
、
医
者
と
同
時
に
、
父
が
山
ノ
下
宿
り
な
の
で
電
話
し
、
十
時

頃
皆
来
て
、
葬
式
の
段
取
り
を
決
定
し
た
。

三
月
十
三
日

風
雨

③ 
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ミ
イ
の
葬
式
で
日
時
出
棺
。
お
骨
は
二
時
半
頃
帰
り
、
又
、
本
膳
津
に
付
い
て
皆
大
へ
ん
ょ
っ
ぱ
ら
い
、
酒
一
斗
近
く
の
む
。
千
本
せ

が
き
も
上
げ
て
、
宿
り
客
多
い
為
、
喜
代
次
さ
ん
と
新
津
二
人
宿
て
も
ら
う
。

三
月
十
四
日
雨
風

-mv 

三
十
五
日
で
段
く
ず
し
。
兄
弟
と
村
七
軒
招
待
し
て
、
酒
五
升
位
い
飲
む
。
(
日
中
の
分
共
)
弟
達
は
夜
帰
り
、
喜
代
次
さ
ん
と
ヨ
キ

母
子
宿
る
。
ヨ
キ
等
大
測
の
家
あ
け
た
ま
、
。

三
月
十
五
日

⑤ 

晴
後
く
も
り

我
、
ま
ん
じ
ゅ
や
と
と
花
や
等
の
代
金
計
算
し
て
、
い
む
ら
や
に
武
万
参
千
円
全
額
支
擁
し
た
。
其
の
際
、
武
百
円
ハ
ダ
カ
金
香
典
に

も
ら
う
た
。
喜
代
次
さ
ん
夕
方
帰
り
、
春
好
さ
ん
も
帰
り
(
社
債
二
枚
持
っ
て
く
る
)
、
喜
作
さ
ん
、
夕
食
よ
ば
れ
て
行
く
。
喜
代
栄
、

津
島
や
へ
座
ぶ
と
ん
返
し
に
行
き
、
マ
ン
ジ
ユ
ウ
二
十
個
や
る
。

月
十
六
日

晴

我
、
八
時
に
起
き
て
、
食
後
、
調
べ
も
の
し
て
現
金
た
し
か
め
た
り
、
其
他
。
午
後
、
本
所
場
に
行
き
、
橋
上
流
に
張
る
。
コ

l
レ
ン

ポ
が
通
る
の
で
、
大
事
な
所
張
ら
れ
ず
。
夜
、
彦
造
さ
ん
方
い
遊
び
に
行
く
。

三
月
十
七
日

晴
後
く
も
り
風
も
有
り

④ 

我
、
午
前
、
サ
シ
網
修
理
し
て
、
午
後
袋
上
げ
に
行
き
、
元
網
だ
け
が
す
ほ
ろ
い
て
直
し
、
袖
網
小
一
枚
追
加
し
て
、
サ
シ
網
五
把
張

っ
て
帰
り
、
テ
レ
ビ
ス
モ
ウ
見
て
か
ら
、
や
つ
め
網
の
袋
修
理
し
て
夕
食
す
る
。
前
日
、
員
津
魚
庖
(
男
)
に
金
武
万
円
支
掛
っ
た
。
又
、

近喜代一日記

桑
野
庖
壱
万

O
七
九

O
円
と
伊
藤
庖
金
武
千
七
七
八
円
、
支
挽
済
み
。
今
後
は
、
田
村
医
者
と
生
花
代
だ
け
不
明
。
其
後
、
わ
か
る
つ
計

壱
万
八
千
参
百
円
。

三
月
十
八
日

北
西
の
風
波

国
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科

我
、
・
袋
上
げ
て
、
サ
シ
網
が
す
ほ
ろ
い
て
帰
る
。
其
後
、
元
網
の
丈
足
し
た
。
設
に
修
理
仕
事
。
先
日
、
十
四
日
に
要
助
婆
(
八
五
才
)

死
亡
。
妻
、
洗
た
く
仕
事
。

史

三
月
十
九
日

晴
後
く
も
り
夕
方
小
雨

⑦ 

我
、
朝
食
後
川
い
出
て
、
網
全
部
上
げ
て
ロ
時
半
頃
上
が
っ
て
、
お
昼
後
、
網
仕
事
。
春
子
さ
ん
、
香
典
お
明
か
し
見
舞
(
菓
子
)
持

{摺』

っ
て
来
て
く
れ
て
、
夕
食
後
1

風
呂
は
っ
て
一
服
し
て
帰
る
。
妻
、
国
道
治
送
っ
て
行
く
。
花
や
来
て
段
こ
わ
し
て
持
っ
て
行
く
。
代
金

花
共
、
計
五
万

O
六
百
円
支
梯
っ
た
。

三
月
二
十
日

大
風
波
寒
し

休
む

我
、
網
の
丈
つ
ぎ
仕
事
。
お
昼
後
、
清
三
さ
ん
方
、
彦
造
さ
ん
方
へ
状
況
き
き
に
回
る
。
其
後
、
夕
食
油
網
仕
事
。
(
忠
吾
さ
ん
の
忠

栄
、
病
気
悪
化
し
て
、
親
類
皆
病
院
に
行
く
)
ヨ
シ
エ
、
昨
夜
朝
一
時
頃
泊
本
家
の
小
屋
蔭
で
話
し
て
い
て
、
我
と
妻
、
心
配
の
為
寝
ら

れ
ず
。
電
話
か
け
る
為
、
出
て
見
つ
け
、
叱
っ
て
連
れ
帰
る
。

三
月
二
十
一
日

彼
岸
の
中
日
く
も
り
風
波
中

我
、
出
水
の
為
、
網
張
つ
て
な
い
の
で
網
の
修
理
。
午
後
、
彦
造
さ
ん
の
網
(
三
番
)
彦
一
さ
ん
と
上
げ
に
行
く
。
全
部
こ
わ
れ
て
い

た
が
、
網
は
大
し
て
切
れ
な
か
っ
た
様
だ
。
帰
っ
た
ら
喜
代
司
、
喜
三
男
、
子
供

(
3
)
来
て
い
て
、
父
と
酒
の
む
。
我
も
仕
事
止
め
て

途
中
か
ら
仲
間
に
な
り
、
酒
と
ピ
!
ル
代
り
代
り
飲
ん
で
、
又
、
彦
造
さ
ん
方
い
よ
ば
れ
て
行
く
。
酒
の
ま
ず
、
コ
ー
ヒ
ー
馳
走
に
な
っ

て
一
眠
り
し
て
帰
る
。
山
ノ
下
連
中
、
十
時
頃
帰
っ
た
。
男
四
名
、
ミ
つ
と
五
人
分
、
計
壱
万
五
千
円
を
三
万
円
の
内
よ
り
引
い
て
く
れ

て
良
い
と
言
っ
て
い
た
。
貸
衣
代
二
、
二
七
五
円
は
届
け
る
と
言
っ
て
い
た
。
礼
状
ハ
ガ
キ
出
来
て
き
た
。

1
0
0枚。

三
月
二
十
二
日

大
風
波
寒
し

我
、
元
網
の
丈
足
し
仕
事
、
設
に
修
理
。
忠
吾
さ
ん
方
い
夕
方
、
見
舞
お
明
か
し
、
香
典
二
百
円
持
っ
て
行
き
、
夕
食
中
だ
っ
た
の
で
、

(龍法 '08)41・1， 58 (229) 



酒
一
合
位
い
馳
走
に
な
っ
て
き
た
。
喜
代
栄
、
定
時
制
高
校
受
験
に
行
く
。

三
月
二
十
三
日

⑤ 

晴
時
に
く
も
り

我
、
網
仕
事
。
片
袖
完
成
し
て
、
午
後
、

一
等
場
に
網
張
り
。
父
が
持
っ
て
き
て
く
れ
た
の
で
、
サ
シ
網
五
把
張
っ
て
来
た
。
喜
代
栄
、

今
日
、
中
村
石
油
会
社
に
初
出
動
。
妻
、
午
前
、
君
子
の
卒
業
式
に
出
て
お
昼
後
、
ね
ず
み
の
団
子
く
れ
に
出
た
。
ヨ
シ
エ
会
社
|
高
校

休
み
。三

月
二
十
四
日

⑦ 

、。。
《

M
r
z
A

ノ
¥
J
D
hリ

我
、
朝
六
時
に
出
て
、
網
見
る
。
サ
シ
網
に
鱒
が
か
、
っ
て
い
る
と
思
っ
て
気
ご
ん
で
行
っ
た
が
不
漁
。
や
つ
め

7
、
糸
魚
沼
。

三
月
二
十
五
日

風
雨
時
々
突
風
有
り

③ 

糸
20 

我
、
袋
上
げ
、
サ
シ
網
も
四
把
上
げ
て
、
竹
ぬ
い
て
全
部
流
し
て
帰
る
。
其
後
、
網
仕
事
。
夕
方
三
時
よ
り
川
い
出
て
、
網
ゆ
す
い
で

張
り
直
す
。
西
片
方
張
り
、
東
元
網
五
本
張
っ
た
ら
突
風
が
来
て
ど
う
も
成
ら
ず
、
逃
げ
る
。

月
二
十
六
日

大
風
波

糸
幻
疋

③ 

我
、
や
つ
め
元
網
修
理
完
成
し
て
、
午
後
、
水
気
の
為
、
網
上
げ
に
行
く
。
砂
に
う
ま
り
気
し
て
や
っ
と
上
げ
た
。
お
昼
頃
、
喜
代
司

来
て
、
藤
平
の
土
地
買
入
手
つ
づ
き
す
る
為
、
農
地
委
員
会
に
行
く
。
冷
酒
二
杯
飲
ん
で
行
く
。
昨
日
、
ノ
ウ
ジ
畠
却
歩
ミ
イ
が
買
っ

た
の
だ
が
、
登
記
し
な
い
為
(
本
家
、
土
地
権
利
書
見
い
な
く
し
た
の
で
)
死
亡
し
た
の
で
、
返
し
て
く
れ
と
の
事
で
、
父
、
行
っ
て

返
す
事
を
承
知
し
て
来
た
。
ミ
イ
、
買
入
坪

7
0
0
0
円
。
こ
の
度
の
買
人
は
手
取
り
壱
万
円
と
の
事
で
、
本
家
が
ど
こ
い
賀
ろ
う
と
、

近喜代一日記

二
十
九
万
円
二
人
割
に
す
る
約
束
な
り
。
又
、
喜
代
司
、
男
四
人
分
香
典
武
万
円
置
い
て
行
く
。
参
千
円
と
決
め
た
の
を
、
後
日
、
彼
等

{
檀
}

相
談
の
結
果
、
五
千
円
づ
=
に
し
た
と
の
事
。
我
は
あ
く
ま
で
参
千
円
で
よ
い
と
言
っ
た
が
、
金
が
有
っ
た
ら
悌
段
金
拾
万
円
位
い
の

物
を
買
っ
て
ほ
し
い
と
の
事
だ
っ
た
の
で
受
け
取
っ
た
。
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科

風
波
有
り
小
雪

休
む

三
月
二
十
七
日

史

我
、
袋
上
げ
て
帰
る
。
其
後
堆
肥
切
り
か
い
仕
事
。
夜
、
本
家
方
で
本
興
寺
か
ん
金

2
5
0
円
出
し
。
彦
十
郎
さ
ん
か
ら
、
ノ
ウ
ジ
土

地
代
金
七
万
円
(
ミ
イ
が
前
抑
い
し
た
分
)
受
取
る
。

三
月
二
十
八
日

く
も
り
時
々
晴
風
ア
リ

休
む

網
、
全
部
洗
っ
て
張
り
直
し
た
。
其
後
、
堆
肥
切
り
か
い
仕
事
し
た
。
喜
三
男
方
若
い
衆
、
自
動
車
で
食
器
棚
二
ツ
重
二
封
持
っ
て
来

て
く
れ
、
妻
と
子
供
、

一
生
懸
命
み
が
い
て
い
た
。

三
月
二
十
九
日

く
も
り
時
々
晴

我
、
網
上
げ
て
き
れ
い
に
洗
い
直
し
、
止
め
て
ほ
さ
に
か
け
た
。
午
後
、
我
と
妻
、
君
子
、
政
子
で
川
端
の
た
き
物
運
搬
。
夕
食
、
や

円
相
-

つ
め
飯
と
や
っ
め
煮
魚
、
馳
走
し
た
。
庵
主
様
に
悌
段

m万
円
注
文
し
た
。

三
月
三
十
日

晴
風
寒
し

喜
代
平
の
長
男
の
お
び
や
祝
が
明
三
十
一
日
と
の
事
で
、
こ
ち
ら
か
ら
連
絡
し
て
、
赤
飯
六
升
米
と
い
だ
白
我
、
午
前
、
苗
代
に
投
げ

込
ん
で
置
い
た
。
ハ
シ
カ
ヌ
カ
を
集
め
て
堆
肥
に
積
ん
だ
。
お
昼
後
、
鈴
木
木
工
所
い
木
引
く
の
を
頼
み
に
行
く
。

三
月
三
十
一
日

晴

喜
三
男
に
参
万
円
返
す
」
タ
ミ
さ
ん
に
。

我
、
苗
代
片
一
方
、
叩
坪
位
い
地
ば
ん
少
し
下
げ
て
土
を
畠
へ
は
ね
上
げ
た
。
な
ら
し
打
ち
し
た
。
四
時
頃
、
苗
代
こ
は
か
打
っ
て
上

が
る
。
今
晩
、
父
と
我
、
お
産
祝
い
に
招
待
さ
れ
て
行
く
。
赤
飯
五
升
五
合
、
毛
糸
一
、
三

O
O円
、
砂
糖
一
一
箱
持
っ
て
行
く
。
妻
、
裏

の
畠
い
カ
プ
と
莱
蒔
き
、
其
後
、
赤
飯
其
他
準
備
し
た
。

四
月
一
日

風
雨
の
後
晴
風
強
し

父
と
我
、
昨
夜
午
前
一
時
す
ぎ
泊
、
喜
代
平
方
で
馳
走
に
な
り
、
帰
れ
ず
に
宿
る
。
今
朝
九
時
頃
、
朝
食
、

一
時
頃
お
昼
(
う
ど
ん
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一
個
づ
、
)
迫
馳
走
に
な
っ
て
、
自
動
車
で
送
っ
て
も
ら
う
。
大
淵
母
子
三
人
も
向
。
今
朝
、
み
の
る
等
三
人
に
三
百
円
小
づ
か
い
く

れ
て
来
た
。
妻
、
ス
ズ
消
毒
其
他
。
休
養
。

四
月
二
日

大
風
小
雪
寒
し

我
、
夏
の
ボ
ラ
漁
の
引
き
張
り
網
の
足
形
附
け
。
妻
、
洗
た
く
炊
事
。
喜
代
栄
、
沼
垂
高
校
大
形
分
校
に
初
登
校
。

四
月
三
日

大
風
チ
ラ

L
雪

我
、
午
前
九
時
過
ぎ
に
漁
業
組
合
長
宅
(
津
島
や
新
次
郎
)
い
役
員
会
に
出
る
。
得
一
さ
、
要
松
さ
ん
と
我
、
三
人
出
た
。
総
会
準
備

の
役
員
会
で
赤
字
問
題
。
必
年
度
予
算
問
題
。
組
合
、
今
後
の
非
出
資
組
合
に
入
る
問
題
等
協
議
し
て
、
酒
一
升
菓
子
千
円
位
い
し
て
三

時
頃
帰
り
休
む
。

四
月
四
日

大
風
波
小
雪
寒
し

我
、
午
前
袖
網
作
り
。
午
後
、
向
。
夕
方
、
ヨ
シ
エ
、
感
官
の
為
熱
を
出
し
、
三
時
頃
、
田
村
医
者
に
往
診
し
て
も
ら
い
、
注
射
打
ち
、

薬
も
ら
っ
て
、
夜
十
一
時
頃
又
苦
し
み
、
医
者
に
電
話
か
け
た
が
不
在
の
為
、
後
約
し
て
、
ヨ
シ
エ
に
病
状
話
し
て
き
か
せ
て
寝
る
。
其

後
、
熱
が
冷
め
た
の
か
限
っ
た
。

四
月
五
日

く
も
り
寒
し

-
持
岬
}

我
、
袖
網
作
り
(
丈
足
し
)
。
妻
、
裏
の
道
普
請
に
出
て
夕
方
帰
る
。
ヨ
シ
エ
の
薬
、
本
所
い
取
り
に
行
き
、
又
、
往
請
頼
ん
で
来
た
。

夕
方
、
田
村
さ
ん
往
診
し
て
く
れ
て
注
射
し
て
行
く
。
心
配
な
い
と
言
ふ
。
彦
造
さ
ん
清
酒
一
升
持
っ
て
き
て
く
れ
た
。

近喜代一日記

四
月
六
日

晴
風
寒
し

今
年
初
出
勤

①
残
2

我
等
、

T
ピ
ル
の
は
り
と
ス
ラ
プ
、
七
時
迫
の
残
業
で
四
時
頃
終
る
。
受
取
。
妻
、
家
仕
事
。

ヨ
シ
エ
病
床
。
喜
代
栄
、
仕
事
設
に
高
校
。
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料

四
月
七
日

晴

② 

史

我
等
路
、

M
人
で
帝
石
橋
付
近
の
水
槽
ペ

l
ス
、
柱
、
か
べ
等
く
む
。
七
時
泊
残
業
。
帰
り
に
ホ
ル
モ
ン
焼
き
と
酒
お
ご
っ
て
も
ら

つ
て
の
む
。
我
、
先
日
、
酒
で
こ
り
た
の
で
、
今
日
は
酒
一
ぽ
い
と
ホ
ル
モ
ン
焼
き
を
タ
ラ
フ
ク
喰
っ
た
。
妻
、
午
前
、
き
み
子
が
入
学

式
に
出
る
。
午
後
、
苗
代
の
田
打
ち
。
夕
方
、
豚
が
子
を
産
み
、
九
時
半
現
在
一
疋
生
ま
れ
た
。
父
、
テ
ツ
夜
で
つ
き
っ
き
り
白

お
目

昨
日
、
夕
方
、
豚
の
子

M
疋
生
ま
れ
て

8
疋
元
気
。

7
疋
死
ん
で
生
ま
れ
る
。
父
、

四
月
八
日

一
夜
附
い
て
い
た
の
で
、
我
、
仕
事
休
ん
で
、
昼

問
、
乳
飲
ま
せ
役
し
乍
ら
袖
網
作
り
。
三
時
頃
、
川
に
干
し
た
網
落
ち
て
い
た
。
袖
一
枚
残
し
て
全
部
入
れ
た
。
妻
、
農
家
割
当
で
ハ
イ

ホ
ン
工
事
に
行
く
(
お
昼
携
行
)
。
ヨ
シ
エ
、
熱
下
が
っ
た
が
食
欲
サ
ツ
パ
リ
ナ
シ
、
図
っ
た
。
父
、
午
前
と
午
後
、
二
回
寝
る
。
夕
方

一
疋
ぬ
矛
死
亡
。
考
い
て
見
る
と
、
入
賞
匁
ほ
て
に

8
疋
入
れ
て
、
ア
ン
か
入
れ
、
オ
ー
バ
ー
か
ぶ
せ
て
悪
か
っ
た
と
思
ふ
。
今
晩
、

妻
一
時
泊
。
其
後
、
父
、
起
き
る
。
我
、
起
き
る
つ
も
り
だ
っ
た
が
、
父
起
き
て
、
我
を
起
こ
さ
な
か
っ
た
と
の
事
。

四
月
丸
日
く
も
り
小
雨
少
し
閃
附
凶

我
、
袖
作
り
完
成
し
て
外
の
袖
網
修
理
し
た
。
夕
食
後
に
完
了
し
て
ま
と
め
た
。
妻
、
父
の
東
京
旅
行
の
支
度
や
ら
豚
の
授
乳
や
ら
で

多
忙
。
父
、
午
後
五
時
に
出
発
し
た
。
よ
ろ
こ
ん
で
出
か
け
た
。
我
、
夕
食
、
ピ

l
ル
飲
ん
だ
が
半
分
し
か
の
め
な
か
っ
た
。
前
半
夜
、

朝
五
時
加
分
油
、
我
、
子
豚
の
授
乳
。
其
後
、
妻
。

四
月
十
日

午
前
く
も
り
後
風
み
ぞ
れ
雪

午
前
、
二
人
で
苗
代
作
り
。
水
が
な
く
、
我
、
水
入
れ
。
お
昼
泊
、
妻
、
水
道
と
仕
切
り
あ
ぜ
作
り
。
風
雨
強
く
な
っ
て
上
が
る
。

前
半
、
二
時
半
泊
妻
、
其
後
我
。
朝
油
、
子
豚
の
授
乳
。
喜
代
栄
会
社
、
高
校
。
父
、
東
京
。
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四
月
十
一
日

大
風
時
々
雪
大
寒

今
日
は
寒
く
て
、
皆
、
感
冒
ひ
か
ぬ
よ
う
に
休
養
し
た
。
妻
、
炊
事
。
喜
代
栄
、
公
休
。
ヨ
シ
エ
感
冒
で
た
を
れ
、
我
、
夕
方
、
川
端

の
木
一
本
切
っ
て
割
る
。
前
半
夜
妻
、
午
半
我
、
子
豚
の
授
乳
三
日
つ
づ
け
た
の
で
、
二
人
共
寝
不
足
で
弱
っ
た
。

四
月
士
百
哨
岡
附
附
凶

我
と
妻
、
一
一
人
で
苗
代
作
り
。
平
藤
一
さ
ん
、
権
四
郎
の
苗
代
打
っ
て
来
て
、
我
の
苗
代
も
コ

l
ウ
ン
キ
で
打
っ
て
く
れ
た
。
二
回
廻

っ
た
の
で
ぐ
に
や

L
で
仕
上
げ
出
来
ず
、
準
仕
上
げ
で
上
が
る
。
父
、
三
泊
四
日
の
東
京
見
物
よ
り
十
一
時
頃
帰
る
。
父
の
状
態
を
見

る
に
、
何
か
舌
が
も
つ
れ
て
い
る
様
に
思
っ
た
が
、
父
は
何
と
も
な
い
と
一
言
ふ
の
で
、
安
心
し
た
も
の
の
少
し
不
安
。
喜
代
栄
、
会
社
|

高
校
。
ヨ
シ
エ
た
を
れ
。

四
月
十
三
日

午
前
く
も
り
後
風
雨

我
、
感
冒
気
の
為
田
村
医
者
い
行
き
、
診
察
し
て
も
ら
っ
て
薬
も
ら
っ
て
帰
り
、
す
ぐ
寝
る
。
午
後
三
時
頃
熱
が
出
始
め
、
四
時
頃
mm

度
6
分
有
り
。
田
村
医
者
に
電
話
し
て
、
五
時
頃
注
射
し
て
も
ら
っ
て
寝
た
が
、

一
晩
中
拘
度
さ
が
ら
ず
G

四
月
十
四
日

雨

我

一
日
中
寝
て
い
た
D

熱
も
段
々
下
が
り
、
気
分
も
良
く
な
り
、
大
事
に
休
む
。
朝
方
ゆ
め
見
て
大
声
立
て
た
と
の
事
。
父
、
近
頃

耳
が
遠
く
成
っ
た
の
で
困
る
。

近碍代一日記

閃
附
刷
出

我
、
今
朝
具
合
が
良
か
っ
た
の
で
、
苗
代
の
鳥
除
け
網
完
成
し
、
午
後
、
本
家
の
主
婦
頼
ん
で
す
じ
蒔
き
完
了
し
た
。
我
も
具
合
良
い

四
月
十
五
日

晴

五
月
二
十
五
日
が
紛
日
目

の
で
最
後
迫
仕
事
し
た
。
ヨ
シ
エ
、
喜
代
栄
、
会
社
、
高
校
。
夜
、
彦
造
さ
ん
、
漁
協
組
の
附
加
金
集
め
て
持
っ
て
来
た
。
七
七

O
O
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料

円
。
今
日
、
権
四
郎
、
保
の
助
、
我
、
普
平
、
皆
蒔
い
た
。

史

四
月
十
六
日

日青

午
前
、
妻
と
二
人
で
苗
代
の
風
除
け
、
骨
ぐ
み
し
た
。
午
後
、
我
、
近
普
八
さ
ん
の
妻
(
八
十
才
)
病
気
見
舞
に
行
き
、
喜
三
男
方
で

宿
る
。
妻
、
畠
仕
事
(
二
度
い
も
地
ご
し
ら
い
)
。

四
月
十
七
日

我
、
今
朝
九
時
前
に
家
に
帰
り
、
妻
と
苗
代
の
風
除
け
完
了
し
て
、
田
端
初
畝
、
二
度
イ
モ
植
い
完
了
し
た
。
君
子
、
炊
事
。
政
子
、

-紡日

風
呂
立
て
。
お
ぢ
い
さ
ん
に
進
め
て
竹
山
病
院
い
診
察
し
て
も
ら
い
に
や
っ
た
。
最
近
急
に
元
気
が
な
く
な
っ
た
の
で
。

四
月
十
八
日

晴

我
、
午
前
、
庄
次
の
事
で
材
木
を
新
川
い
運
搬
し
て
も
ら
い
、
祝
儀
壱
千
円
ゃ
っ
た
。
妻
、
休
み
。
午
後
、
二
人
で
川
原
の
油
菜
追
肥

(
硫
安
三
貫
匁
、
カ
リ
一
貫
匁
)
全
部
二
枚
に
施
す
。
阿
ぐ
る
め
完
了
し
て
、
夕
方
上
が
る
。
ヨ
シ
エ
町
い
出
て
、
八
時
現
在
未
だ
帰
ら

ず
。
父
、
何
か
元
気
な
さ
そ
う
。
心
配
。
君
子
、
珠
算
四
級
合
格
。
政
子
不
。
君
子
、
夕
食
炊
事
。

四
月
十
丸
日

晴

今
朝
、
九
時
泊
に
家
庭
裁
判
所
へ
閥
闘
を
連
れ
て
出
頭
し
、
悪
友
四
人
と
の
事
を
調
べ
ら
れ
る
。
常
に
食
生
活
、
小
遣
い
銭
共
に
不

自
由
も
な
い
の
に
何
で
あ
ん
な
事
を
し
た
の
か
?
岩
船
屋
時
計
底
よ
り
二
等
当
選
、
男
用
折
り
た
、
み
式
洋
か
さ
受
取
り
、
沼
垂
支
所
よ

り
喜
代
栄
の
高
校
入
学
用
コ
セ
キ
小
本
一
枚
却
円
も
ら
っ
て
帰
り
、
お
昼
後
、
新
川
鈴
木
木
工
所
へ
寄
り
、
材
木
の
す
法
説
明
し
、
松

ヶ
崎
か
じ
ゃ
に
行
き
、
舟
釘
出
来
た
か
と
取
り
に
行
っ
た
が
る
す
で
、
濁
川
で
一
服
、
四
時
半
頃
又
行
っ
て
、
親
爺
に
会
っ
た
が
未
だ
出

来
て
い
ず
、
又
、
濁
川
い
帰
っ
て
、
夕
食
馳
走
に
な
っ
て
帰
る
。

四
月
二
十
日

風
雨

③ 
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我
、
仕
事
に
出
る
つ
も
り
だ
っ
た
が
、
風
雨
の
為
休
み
。
漁
業
組
合
の
第
一
期
フ
加
金
集
め
る
。
酒
網
二
、

0
0
0円
、
や
つ
め
組
て

五
O
O円
、
人
頭
割
三

O
O円
也
。
妻
、
お
昼
少
し
前
、
濁
川
い
年
始
が
て
ら
行
く
。

四
月
二
十
一
日

く
も
り
後
小
雨
④

我
、
鉄
筋
仕
事
に
出
る
。
水
道
の
柱
と
か
べ
台
直
し
て
、
仮
横
筋
付
け
る
。
五
人
で
四
時
却
分
に
終
る
。
妻
、
台
所
仕
事
。
岡
国
、
会

社
休
む
。
足
ね
こ
じ
っ
た
為
、
痛
く
て
。
ど
う
も
心
が
中
途
に
い
る
様
な
男
だ
。

四
月
二
十
二
日

晴

我
、
鉄
筋
仕
事
に
行
く
。
県
庁
前
の
下
水
ス
ラ
プ
五
人
で
四
時
日
分
頃
終
る
。
大
豊
建
設
よ
り
酒
三
升
も
ら
っ
た
が
、
影
山
、
酒
井
、

我
、
飲
ま
ず
に
帰
る
。
夕
方
、
バ
イ
ク
掃
除
し
た
。
妻
、
ミ
ソ
仕
込
み
、
仕
事
完
了
。
喜
代
栄
、
会
社
休
み
高
校
行
く
。

四
月
二
十
三
日

日青

我
、
鉄
筋
仕
事
に
出
る
。
小
池
l
金
次
加
工
。
敏
坊
|
芳
男
、
加
工
受
け
。
我
、
ワ
イ
や
l
の
ば
し
一
日
中
。
腕
が
疲
れ
て
シ
ピ
レ
て

直
ら
ず
。
夜
、
喜
代
平
一
家
お
祭
り
に
来
て
宿
る
。
酒
、
我
と
ご
人
で
八
合
位
い
の
む
。
父
も
守
を
見
て
よ
ろ
こ
ん
で
い
た
。
父
、
近
頃

め
っ
き
り
耳
遠
く
な
り
、
元
気
も
な
く
な
っ
た
様
に
思
い
。
毎
日
、
竹
山
病
院
い
通
っ
て
い
る
の
で
、
内
科
に
行
っ
て
診
察
し
て
も
ら
う

AB-

様
言
っ
た
が
、
医
者
が
見
な
く
と
も
元
気
が
良
い
か
ら
大
丈
夫
だ
と
言
っ
た
と
の
事
。

四
月
二
十
四
日

ノ
¥
J
D
hソ

我
、
喜
代
平
も
休
ん
だ
の
で
休
む
。
朝
夕
酒
、
お
昼
ピ
l
ル
3
本
、
板
あ
め
却
枚
、
父
、
お
ご
る
。
今
日
も
一
家
宿
っ
た
。
妻
、
炊

近喜代一日記

事

苗
代
除
紙

⑥ 

四
月
二
十
五
日

晴

我
、
仕
事
に
出
る
。
水
道
の
壁
附
、
筋
付
け
。
二
組
外
二
組
、
柱
の
バ
ン
ド
巻
き
少
し
残
る
。
夕
方
、
七
時
前
に
秋
男
来
て
、
喜
代
平
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科

妻
子
を
自
動
車
で
む
か
い
に
来
た
。
み
や
げ
に
ト
ウ
菜
、
玉
菜
や
る
。
喜
代
司
も
来
て
も
ら
っ
て
ゆ
く
。
父
の
病
状
ぐ
ん

L
わ
る
く
な

る
様
な
気
が
す
る
の
で
、
田
村
さ
ん
に
電
話
し
た
が
日
曜
で
る
す
だ
っ
た
。

史

四
月
二
十
六
日

晴
後
く
も
り
夕
方
小
雨

① 

我
、
鉄
筋
仕
事
に
出
る
。
芳
男
と
我
と
喜
三
男
三
人
で
加
工
仕
事
。
今
朝
、
切
断
キ
新
自
動
車
に
つ
ん
で
来
た
為
、
後
方
ボ
デ
ィ
ー
へ

こ
み
、
ま
ど
が
ら
す
割
る
。
修
理
代
壱
万
壱
千
円
と
の
事
。
父
、
竹
山
病
院
い
行
く
。
妻
、
附
添
っ
て
行
き
、
病
状
を
説
明
し
、
内
科
医

に
も
診
て
も
ら
い
、
一
動
み
や
く
硬
化

亙
わ
か
り
、
泌
尿
器
科
の
薬
止
め
て
内
科
の
薬
も
ら
っ
て
き
た
。
施
り
ょ
う
も
全
部
変
更
し
た
為
、

今
夕
具
合
良
く
、
嬉
し
か
っ
た
。

四
月
二
十
七
日

日青

② 

我
、
鉄
筋
仕
事
に
出
る
。
喜
三
男
、
芳
男
、
我
、
三
人
で
自
宅
横
で
加
工
切
断
。
外
の
者
は
方
々
へ
行
き
、
皆
、

る
。
妻
、
午
前
洗
た
く
。
午
後
、
姉
、
子
豆
植
い
、
其
他
、
農
作
業
。
ヨ
シ
エ
と
喜
代
栄
、
会
社
|
高
校
。

一
時
間
残
業
し
て
帰

四
月
二
十
八
日

く
も
り
後
晴

我
、
鉄
筋
仕
事
に
出
る
。
県
信
用
組
合
の
増
ち
く
べ

l
ス
故
に
柱
五
本
立
て
、
六
時
半
頃
上
が
る
。
仕
出
し

M
人
分
に
し
て
来
た
。
妻
、

町
い
人
参
、
里
い
も
等
買
い
に
行
く
。
父
、
具
合
良
い
ら
し
い
。

四
月
二
十
九
日

く
も
り
小
雨

【

凶

咽

}

(

凶

叫

}

我
、
今
朝
七
時
頃
庵
主
様
と
二
人
で
悌
段
庖
い
行
き
、
備
段
印
代
様
一
個
拾
武
万
円
注
文
し
て
鐘
と
棒
代
金
五
千
円
弱
だ
け
支
抑
つ

土
明
v

て
来
た
。
備
段
の
代
金
半
分
位
い
近
い
う
ち
に
持
っ
て
行
く
つ
も
り
。
今
日
、
ミ
イ
の
必
日
で
、
弟
、
妹
達
一
家
を
招
い
て
納
骨
し
た
。

庵
主
様
に
壱
千
円
。
お
膳

M
人
前
七
千
円
。
外
に
村
の
庖
や
よ
り
の
買
い
物
?

町
よ
り
買
い
物
、
竹
の
子
、
里
い
も
、
レ
ン
コ
ン
等
。
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×
四
月
三
十
日

や
ひ
こ
参
り

く
も
り
後
晴

我
、
喜
三
男
方
の
春
の
旅
行
に
や
ひ
こ
参
り
に
行
く
、
計
加
入
。
不
参
加
、
浜
倉
、
淀
木
、
平
、
高
橋
、
岩
崎
、
計
五
名
。
清
水
や
で

酒
飲
む
。
新
潟
駅
よ
り
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
迫
歩
き
、
パ
ス
で
帰
る
。
喜
三
男
か
ら
も
ら
っ
た
ユ
ベ
シ
二
本
皆
で
分
け
て
喰
う
。
父
、
必
日

に
つ
か
れ
て
医
者
休
む
。
今
日
帰
り
の
汽
車
で
壱
千
円
喜
代
平
に
貸
す
(
政
に
渡
し
た
様
だ
っ
た
)
。

×
五
月
一
日

庵
主
材
木
運
搬

く
も
り
晴

我
、
午
前
、
鈴
木
材
木
庖
l
松
ヶ
崎
角
助
、
か
じ
ゃ
、
寺
山
バ
イ
ク
屋
と
行
っ
て
、
用
足
し
て
、
お
昼
後
、
庵
主
様
の
材
木
運
搬
に
出

た
。
夕
方
、
酒
肴
出
る
。
妻
、
竹
山
病
院
に
行
き
、
爺
さ
ん
の
ち
り
ょ
う
を
本
所
で
す
る
様
頼
ん
で
き
来
た
。
竹
山
病
院
と
連
絡
と
っ
て

や
る
様
願
っ
て
来
た
。
夜
、
我
、
豚
の
下
藁
上
げ
て
掃
除
し
た
。

五
月
二
日

④
一
、

晴

我
、
鉄
筋
仕
事
に
出
る
。
豊
照
小
学
校
2
階
の
は
り
く
み
、
鉄
の
組
四
名
来
た
D

ハ
リ
と
パ
ラ
ペ
ッ
ト
完
。
妻
、
畠
仕
事
。

五
月
三
日

⑤
二
、

雨

我
、
鉄
筋
仕
事
に
出
る
。
豊
照
小
学
校
ス
ラ
プ
く
み
、
夕
方
、

A

圃さ

ワ
イ
ヤ
ー
切
り
、
其
後
、
鉄
筋
整
利
。
帰
り
に
朝
せ
ん
人
会
館
の
差

筋
手
侍
、
っ
。
妻
、
庵
主
様
い
棟
上
げ
手
つ
だ
い
に
行
く
。
会
ヒ
一
、

0
0
0円
出
し
。
今
朝
、
舟
大
工
来
て
、
釘
を
山
木
戸
の
か
じ
ゃ
に

注
文
し
て
く
れ
と
言
っ
て
帰
る
。
残
業
の
為
、
用
足
し
出
来
な
か
っ
た
。

五
月
四
日

⑥ 

J
t

、J
b
h
り

近喜代一日記

ha
さ

我
、
鉄
筋
仕
事
に
出
る
。
豊
照
小
の
ス
ラ
プ
完
成
。
材
料
整
利
設
に
切
断
加
工
。
妻
、
休
養
、
外
、
炊
事
。
父
、
病
状
同
じ
。
ヨ
キ
、

父
と
話
し
て
行
く
。
夜
、
妻
、
婦
人
学
級
に
出
る
。
ヨ
シ
エ
、
喜
代
栄
、
会
社
、
高
校
。

五
月
五
日

晴

× 

{臨法・'08)41・1.67 (220) 



料

我
、
朝
、
仕
事
に
出
た
が
、
喜
代
平
に
仕
事
無
い
か
ら
四
、
五
日
農
業
を
や
っ
て
休
ん
で
下
さ
い
と
言
わ
れ
、
帰
り
に
喜
代
次
さ
ん
方

史

い
寄
り
、
春
正
か
じ
ゃ
に
舟
釘
二
百
十
本
注
文
し
て
、
芳
秋
の
家
に
立
寄
り
ミ
つ
の
家
も
見
て
来
た
(
芳
秋
の
妻
か
ら
ニ
ラ
種
も
ら
っ
て

き
た
)
。
山
木
戸
で
お
昼
馳
走
に
な
り
、
三
時
前
に
帰
っ
て
、
苗
代
に
水
入
れ
て
(
高
い
所
、
し
も
に
焼
け
て
赤
く
葉
枯
れ
る
)
ニ
ラ
種
、

家
の
前
に
半
う
ね
蒔
い
た
。

五
月
六
日

ノ
¥
J臥
u
hソ

× 

我
、
指
痛
く
て
あ
ぜ
ぬ
り
も
成
ら
ず
、
休
養
す
る
。
ヨ
シ
エ

J醤
代
栄
、
会
社
。
妻
、
畠
仕
事
。
お
昼
前
、
父
を
り
や
か

l
に
の
せ
て
、

田
村
医
者
泊
ち
り
よ
う
に
行
っ
て
き
た
。

五
月
七
日

晴

× 

我
、
ゆ
ぴ
痛
く
て
休
む
ロ
妻
、
畠
仕
事
、
挫
に
炊
事
。
ヨ
シ
エ
、
喜
代
栄
、
会
社
休
む
。
高
校
一
シ
ヨ
に
行
く
。

五
月
八
日

晴

× 

我
、
休
み
。
午
後
、
苗
代
追
肥
(
硫
安
八
百
匁
位
)
を
全
部
に
追
肥
し
て
、
水
タ
ッ
プ
リ
入
れ
て
五
時
に
終
る
。
ヨ
シ
エ
、
喜
代
栄
、

会
社
。
父
、
三
目
前
頃
よ
り
足
も
し
っ
か
り
し
元
気
な
顔
に
な
っ
て
家
の
前
の
草
取
り
、
は
さ
場
の
草
取
り
と
じ
っ
と
し
て
い
な
い
様
に

元
気
に
な
っ
た
。
こ
の
ま
弘
元
の
元
気
に
な
る
事
を
祈
る
。
妻
、
午
前
、
洗
た
く
仕
事
。
お
昼
後
、
休
ん
で
夕
食
炊
事
。

五
月
九
日

晴
暑
サ
二
十
六
度
総

× 

我
、
今
日
一
日
が
ま
ん
し
て
休
む
。
お
茶
や
鐙
に
新
津
一
家
来
て
砂
運
び
。
喜
代
栄
も
手
つ
だ
っ
た
。
今
日
、
父
に
補
ち
ょ
う
器
を
買

い
に
行
っ
た
が
、
新
品
が
な
い
の
で
三
年
前
頃
の
品
を
貸
し
て
く
れ
て
父
に
付
け
さ
せ
た
ら
、
聞
こ
え
る
と
言
っ
て
い
た
。
夕
方
、
助
門

の
舟
借
り
る
為
、
郷
中
き
が
し
た
が
見
当
ら
な
か
っ
た
。

五
月
十
日

晴

× 
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《
品
田

v

我
、
爺
ち
ゃ
ん
の
補
ち
ょ
う
器
取
り
か
い
て
、
新
品
一
金
壱
万
武
千
円
買
い
、
市
役
所
い
老
令
年
金
請
求
に
行
き
、
本
所
郵
便
局
大

形
連
絡
所
等
か
け
廻
っ
て
や
っ
と
手
つ
づ
き
完
了
。
妻
、
田
の
あ
ぜ
ぬ
り
。

同
凶
同
問
阿
国

我
、
午
前
、
爺
さ
ん
の
薬
も
ら
い
に
行
き
、
タ
バ
コ
の
事
、
大
使
の
事
等
相
談
し
て
帰
り
十
時
よ
り
回
の
あ
ぜ
ぬ
り
に
行
く
。
妻
、
表

五
月
十
一
日
晴

× 

道
砂
利
し
き
、
午
後
、
二
人
で
あ
ぜ
ぬ
り
。
喜
代
次
さ
ん
、
春
芳
さ
ん
来
て
、
三
時
頃
迫
相
手
し
て
、
其
後
行
く
。
今
日
、
ミ
イ
の
社

A

剛山
E
E

債
十
五
万
円
下
ろ
す
。
悌
段
拾
武
万
円
、
経
づ
く
い
八
千
円
、
鐙
四
千
七
百
円
、
計
拾
三
万
二
千
七
百
円
入
用
の
為
。

五
月
十
二
日
晴

× 

舟-
~r 

我
と
妻
、
田
の
あ
ぜ
ぬ
り
。
午
後
一
時
に
完
了
し
て
上
が
る
。
お
昼
後
、
山
木
戸
(
春
正
か
じ
ゃ
)

い
舟
釘
受
取
り
に
行
き
、
代
金
参

千
七
百
円
支
挽
済
。
設
に
、
鈴
木
木
工
所
い
製
材
さ
い
そ
く
し
て
帰
り
、
喜
作
さ
ん
も
来
て
三
人
で
ス
モ
ウ
見
る
。
妻
も
休
む
。
妻
に
生

4

ι

'

-

-
岨

wv

活
ヒ
壱
万
円
渡
す
。
小
豚
の
去
性
二
疋
。
夕
方
、
要
松
さ
ん
。

五
月
十
三
日

晴

× 

我
、
朝
食
前
二
五
ェ
門
方
よ
り
舟
借
り
て
、
妻
と
二
人
で
堆
肥
、
三
舟
沖
上
二
反
つ
づ
き
に
運
び
、

ハ
シ
カ
ぬ
か
一
舟
つ
ん
で
、
苗
代

に
水
入
れ
て
上
が
る
。
午
後
、
広
川
さ
ん
母
娘
来
て
宿
る
。
夜
、
妻
、
生
花
会
に
出
て
九
時
に
帰
る
。
お
爺
さ
ん
、
近
頃
病
気
快
方
に

向
五
月
十
四
日

回
の
堆
肥
入
れ

ノ
¥
J
h
u
h
リ

X 

近喜代一日記

我
、
朝
仕
事
に
堆
肥
。
舟
三
堀
い
廻
し
、
食
後
、
妻
と
二
人
で
田
=
一
反
歩
に
堆
肥
入
れ
、
石
灰
、
反
当
二
十
貫
匁
施
す
。
七
時
頃
泊

か
、
っ
た
。
喜
代
司
来
て
、
爺
さ
ん
の
相
手
し
て
く
れ
て
、
八
時
半
に
帰
っ
て
行
く
。
荊
列
叶
劇
封
樹
叫
刻
刻
剛
制
」
悌
偽
の
手
金
あ

つ
ら
い
て
や
っ
た
。
喜
代
司
に
渡
し
て
も
ら
っ
た
。
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科

大
湖
一
家
宿
る

× 

日
日
休
む

晴

五
月
十
五
日

史

我
、
大
測
が
田
打
ち
に
来
て
く
れ
て
上
三
反
終
わ
り
、
三
時
半
頃
か
ら
四
時
に
下
回
い
行
っ
た
が
鉄
輸
の
ポ
!
ト
落
と
し
て
仕
事
出
来

ず
、
五
時
に
上
が
る
。
妻
、
午
前
、
豚
の
飼
煮
た
り
、
畠
仕
事
。
午
後
、
回
の
ぐ
る
り
打
ち
起
こ
す
。
夜
、
喜
代
平
酒
一
升
と
ピ

l
ル
六

本
、
寿
司
二
箱
持
っ
て
き
て
、
父
と
話
し
て
帰
る
。

五
月
十
六
日

く
も
り
雷
雨

× 

我
と
大
湖
、
午
前
中
、
下
の
田
打
ち
。
コ

l
ウ
ン
キ
、
い
ん
じ
ん
か
か
ら
ず
一
時
間
半
も
か
か
っ
て
や
っ
と
か
‘
り
、

昼
泊
。
午
後
、
舟
や
板
の
始
末
か
ら
い
ろ

L
、
設
に
、
ス
モ
ウ
テ
レ
ビ
見
る
。
ミ
ツ
夫
婦
一
家
と
喜
作
さ
ん
来
て
、
夕
方
帰
る
。
ヨ
キ
、

一
反
で
お

田
打
ち
完
了
し
た
の
で
夕
方
帰
る
。

五
月
十
七
日

く
も
り
風

我
、
午
前
、
苗
代
の
風
除
け
こ
わ
し
始
め
た
り
、
第
二
回
苗
代
予
防
し
た
。
妻
、
お
爺
さ
ん
を
り
や
か
!
で
田
村
医
者
油
連
れ
て
行

き
、
其
後
一
服
、
お
昼
後
、
二
人
で
沖
の
岡
三
反
歩
、
固
な
ら
し
、
水
か
け
し
て
水
充
分
入
れ
た
。
我
、
山
幸
方
い
夜
遊
び
に
行
き
、
サ

シ
網
ロ
l
プ
半
玉
と
ア
パ

ω注
文
。

五
月
十
八
日

く
も
り
少
し
晴

か
り
ん
サ
ン
施
工

× 

午
前
、
我
、
苗
代
の
風
除
け
こ
わ
し
て
材
料
か
た
づ
け
た
。
妻
、
居
裏
畠
に
キ
ュ
ウ
リ
(
二
)
、
茄
子
(
二
)
、
定
植
し
た
。
午
後
、
我
、

回
肥
ま
き
、
過
リ
ン
さ
ん
一
袋
づ
、
ま
い
て
四
時
に
帰
り
、
テ
レ
ビ
見
て
、
夕
方
、
桶
の
修
り
、
か
た
ね
桶
一
方
く
み
出
し
、

一
ヶ
合
宿
。

夜
、
津
島
や
の
芳
春
、
か
ん
づ
め
持
っ
て
き
て
見
舞
に
来
て
く
れ
た
。
我
、
お
昼
後
、
農
協
へ
金
七
万
円
貯
金
し
、
肥
料
入
り
ポ
リ
買
っ

て
来
た
。

五
月
十
九
日

晴

(龍法 '08}41 -1. 70 (217) 



我
、
朝
食
前
よ
り
桶
修
理
。
喜
三
男
夫
婦
、
見
舞
に
来
て
く
れ
て
相
手
し
、
夕
方
、
少
し
仕
事
し
た
。
喜
三
男
等
は
九
時
前
に
帰
り
、

濁
川
兄
来
て
、
二
時
間
も
遊
ん
で
行
く
。
妻
、
畠
い
苗
物
出
し
、
控
に
、
炊
事
c

苗
代
水
落
と
す
。

五
月
二
十
日

晴
暑
さ
高
し

我
、
午
前
、
桶
仕
事
。
妻
、
聞
の
手
あ
ぜ
作
り
、
其
他
。
舟
大
工
、
漆
三
百
匁
二
千
三
百
円
現
金
や
る
。
午
後
二
人
で
上
ノ
田
高
低
直

し
、
三
時
半
頃
よ
り
桶
修
理
ほ

v
完
了
し
た
。
近
頃
、
爺
ち
ゃ
ん
腹
す
か
せ
て
、
我
等
上
が
り
お
そ
い
と
ぷ
ん

L
お
こ
っ
て
こ
ま
る
。

ヨ
キ
、
連
絡
が
て
ら
基
肥
の
施
肥
、
設
計
書
い
て
も
ら
い
に
来
て
す
ぐ
帰
る
c

五
月
二
十
一
日

く
も
り
風
強
し

基
肥
施
す

午
前
、
二
人
で
聞
の
基
肥
配
合
し
て
、
反
別
に
袋
に
つ
め
て
い
る
と
、
濁
川
の
義
母
見
舞
い
に
来
て
く
れ
て
、
皆
上
が
っ
て
話
し
た
。

午
後
、
我
等
二
人
で
上
二
反
、
其
後
、
妻
上
が
り
、
我
、
は
さ
回
一
反
施
肥
し
て
上
が
る
。
午
後
、
大
黒
や
み
に
な
っ
て
き
て
少
し
出
る

の
を
待
っ
た
が
、
雨
降
ら
ぬ
の
で
、
下
回
一
反
歩
施
肥
し
上
が
る
。

五
月
二
十
二
日

く
も
り
晴
風
夕
方
止
む

大
湖
、
食
前
に
来
て
く
れ
て
、
二
人
で
下
回
か
ら
こ
し
ら
い
始
し
め
、
全
部
終
っ
て
四
時
頃
上
が
る
。
夕
食
早
く
喰
っ
て
(
父
と
我
と

大
測
)
風
呂
は
入
っ
て
大
淵
帰
る
。

近喜代一日記

一
体
、
む
か
い
に
来
た
。
妻
、
午
前
、
田
の
角
な
ら
し
、
其
他
。
午
後
、
本
家
い
筒
取
り
の
手
間
に

行
く
。
お
爺
さ
ん
の
病
状
、
体
も
足
も
丈
夫
に
な
っ
た
が
、
又
、
口
も
大
部
良
く
な
る
。
し
か
し
、
目
が
少
し
見
い
に
く
く
成
っ
た
と
言

っ
て
い
る
の
で
、
明
日
診
察
に
行
っ
て
、
良
く
そ
れ
を
話
し
て
相
談
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
が
、
急
に
今
晩
行
っ
て
、
薬
を
も
ら
っ
て
き
た
。

爺
さ
ん
の
病
気
は
す
み
や
か
に
快
方
に
向
か
っ
た
為
、
今
迫
わ
か
ら
な
か
っ
た
目
が
「
ち
ら

L」
す
る
の
が
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
た
泊
の

事
だ
そ
う
だ
。

五
月
二
十
三
日

ノ
¥
J
D
hソ

閃
附
ハ
幽
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科

我
、
朝
八
時
頃
、
大
淵
い
回
ご
し
ら
い
の
手
つ
だ
い
に
行
く
。
二
人
で
下
回
、
小
屋
場
、
塚
下
、
計
四
反
三
セ
仕
上
げ
て
、
七
時
半
頃

史

上
が
る
。
妻
、
初
に
し
き
商
取
り
。
我
、

m時
頃
帰
っ
て
来
た
。

五
月
二
十
四
日

日青

サ
ツ
キ
始
め

我
と
妻
、
二
人
で
上
の
回
一
反
歩
、
今
日
、
完
成
。
朝
、
二
人
共
苗
取
り
。
夕
方
、
又
、
苗

1
0
0把
位
い
取
る
。

五
月
二
十
五
日

晴

我
、
朝
苗
取
り
。
妻
、
炊
事
。
食
後
二
人
で
上
の
回
、
越
路
早
生
植
い
て
い
る
と
、
日
時
す
ぎ
、
大
測
と
岩
姉
さ
二
人
来
て
く
れ
て
、

四
反
歩
さ
っ
き
完
了
し
、
苗
代
も
代
か
き
完
。
今
晩
、
サ
ナ
プ
リ
で
赤
飯
、
酒
、
サ
イ
ダ
ー
、
ジ
ュ
う
す
等
馳
走
し
た
。
午
後
九
時
に
帰

る
。
お
昼
後
、
秋
田
正
雄
、
宅
地
買
受
書
を
取
り
に
来
た
の
で
渡
し
た
。
⑧

五
月
二
十
六
日
く
も
り
夜
小
雨
阿
川
間
凶

我
等
、
四
時
半
に
起
き
て
苗
取
り
。
食
後
、
ヨ
キ
と
三
人
で
出
て
苗
取
り
。
岩
姉
、
九
時
頃
や
っ
と
来
た
。
竹
の
子
を
大
工
に
や
る
為
、

お
そ
く
な
っ
た
と
言
っ
て
い
た
。
午
後
、
苗
代
代
か
き
完
。
下
回
さ
っ
き
完
。
苗
代
残
し
て
完
了
し
た
。

五
月
二
十
七
日

雨

我
、
午
前
、
濁
川
い
サ
つ
キ
の
打
合
わ
せ
に
行
き
、
大
淵
い
行
っ
て
も
ら
う
様
頼
ん
で
来
た
。
お
昼
馳
走
に
成
る
。
直
ぐ
帰
っ
て
来
て

苗
代
サ
ツ
キ
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
が
、
政
二
郎
爺
さ
ん
見
舞
に
来
て
く
れ
て
、
三
時
治
話
、
其
後
二
人
で
苗
代
サ
ツ
キ
終
わ
り
。
濁
川

兄
、
工
場
か
ら
来
て
サ
つ
キ
の
話
、
又
、
し
て
帰
る
。
喜
代
栄
、
具
合
悪
く
て
会
社
、
高
校
休
む
。

五
月
二
十
八
日

回
ご
し
ら
い

大
i期

J

、Jhuh
リ

-mv 

我
、
八
時
前
に
出
て
大
淵
い
行
く
。
潟
回
と
餅
田
、
施
肥
し
て
回
ご
し
ら
い
し
た
。
コ

l
ウ
ン
キ
故
寧
で
、
夕
方
、
や
っ
と
完
了
し
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た
。
岩
姉
、
苗
代
の
ひ
い
取
り
。
我
も
ひ
い
取
り
少
し
、
七
時
に
上
が
る
。
夕
食
後
、
風
呂
も
は
入
ら
ず
急
い
で
帰
る
。
父
が
待
っ
て
い

る
の
で
、
妻
、
回
廻
り
、
外
、
洗
た
く
。
爺
さ
ん
を
医
者
い
連
れ
て
行
っ
て
来
た
。

五
月
二
十
九
日

雨
夕
方
少
し
晴

苗
取

我
、
朝
食
後
大
淵
い
行
く
。
八
時
加
分
着
。
三
人
で
ヒ
イ
取
り
苗
と
り
、
回
廻
り
、
水
の
有
無
、
苗
、
越
路
早
生
を
九
三

O
抱
取
っ
て

上
が
る
。
清
太
さ
ん
妻
、
炊
事
に
来
て
く
れ
て
、
夕
方
、
又
、
帰
っ
て
行
く
。
ヨ
シ
ノ
さ
ん
の
長
男
、
来
て
宿
る
。
妻
、
回
廻
り
、
段
に
、

父
の
肌
着
ぬ
い
方
、
完
。
今
晩
、
ヨ
シ
エ
、
社
債
初
万
分
利
子
、

6
ヶ
月
三
七
、
八

O
O円
受
取
る
。

五
月
三
十
日

晴

さ
っ
き

大
測
4

我
、
濁
川
夫
婦
を
待
っ
て
い
て
、
八
時
頃
泊
に
大
淵
い
到
着
。
す
ぐ
、
我
、
ワ
ク
押
し
。
小
屋
ば
、
水
有
っ
て
大
変
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
、

外
は
良
好
。
来
年
は
水
落
と
し
て
や
る
べ
き
だ
。
人
数
、
ヨ
キ
、
我
、
喜
代
司
、
四
喜
男
、
ミ
ツ
、
五
人
。
ヨ
シ
ノ
、
岩
姉
、
松
ヶ
崎

姉
、
三
人
、
喜
三
男
代
理
女
と
濁
川
二
人
、
計
三
人
、
合
計
十
一
人
で
六
反
歩
、
新
通
の
二
反
迫
植
い
た
。
帰
り

m時
。
妻
、
午
前
、

ナ
ス
畠
地
ご
し
ら
い
田
廻
り
。
午
後
、
二
度
い
も
手
入
。

五
月
三
十
一
日

く
も
り
大
測
さ
っ
き

我
、
大
淵
い
サ
ツ
キ
に
行
く
。
喜
代
司
、
ヨ
シ
ノ
、
松
ヶ
崎
、
岩
姉
、
ヨ
キ
、
我
、
六
人
で
苗
代
残
し
て
サ
ツ
キ
完
了
し
、
喜
代
司
と

我
帰
り
、
女
衆
二
人
残
る
。
明
日
は
四
人
で
苗
代
完
の
予
定
。
妻
、
田
村
医
者
い
爺
の
病
状
話
し
、
薬
も
ら
っ
て
来
た
。
午
後
、
茄
子
出

し
、
助
門
方
よ
り
苗
購
入
。
ヨ
キ
に
一
万
円
づ
、
二
回
、
武
万
円
貸
す
。
閃
州
凶

近喜代一日記

六
月
一
日

く
も
り
後
晴

濁
川
サ
ツ
キ

我
、
濁
川
へ
サ
つ
キ
に
行
く
。
午
後
、
妻
も
来
て
、
五
時
す
ぎ
に
苗
代
残
し
て
完
了
し
、
上
が
る
。
庄
造
婆
さ
ん
と
五
人
で
妻
、
早
食

し
て
帰
り
、
我
、
九
時
半
に
帰
る
。
喜
代
次
さ
ん
来
て
い
て
、
爺
さ
ん
と
色
々
話
し
て
い
た
。
材
木
出
来
て
き
た
。
喜
代
次
さ
ん
帰
る
の
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科

を
や
で
も
止
め
て
宿
ら
せ
、
自
分
も
安
心
し
て
寝
る
。
夜
、
小
猫
き
が
し
て
二
回
も
起
き
て
さ
が
す
。

六

月

二

日

く

も

り

晴

関

岡

回

午
前
四
時
に
妻
起
き
て
、
炊
事
前
に
お
爺
さ
ん
の
具
合
見
に
行
き
(
毎
朝
行
く
)
返
事
も
せ
ず
、
ゆ
さ
ぶ
っ
て
も
膳
答
無
く
、
驚
い
て

史

我
を
起
す
。
喜
代
次
さ
ん
も
子
供
も
起
き
て
大
き
わ
ぎ
し
、
我
、
バ
イ
ク
で
医
者
む
か
い
に
行
き
、
四
時
十
分
に
来
て
、
診
察
の
結
果
、

脳
溢
血
で
死
亡
と
診
断
し
、
四
時
二
十
五
分
死
亡
と
な
る
ロ
其
後
、
村
親
る
い
集
ま
っ
て
も
ら
い
、
寺
ー
村
l

他
村
と
告
人
や
買
物
定
め
、

【泊甲

後
、
皆
集
ま
っ
て
段
、
其
他
、
葬
式
準
備
開
始
。
夜
、
念
備
別
人
位
い
来
て
く
れ
た
。
父
の
弟
三
人
、
子
供
、
ミ
ツ
の
外
全
員
宿
る
。

六
月
三
日

晴

喜
代
平
帰
っ
た
外
、
全
員
(
喜
代
司
、
喜
三
男
、
四
喜
男
、
ヨ
キ
、
計
七
人
と
政
二
郎
、
彦
造
さ
ん
、
清
五
様
)
来
て
も
ら
っ
て
、
い

ろ

L
準
備
す
る
。
夜
、
念
働
。
前
日
と
同
じ
く
五
十
人
も
来
て
く
れ
て
嬉
し
か
っ
た
。
夜
十
二
時
頃
寝
た
ロ

六
月
四
日

雨

今
朝
、
皆
、
六
時
頃
起
き
て
朝
食
し
、
葬
式
の
支
度
し
た
。
寺
む
か
い
、
政
二
郎
さ
ん
の
せ
て
秋
田
さ
ん
行
っ
て
来
る
。
午
前
十
時
す

ぎ
お
経
始
し
ま
り
、
十
一
時
前
出
棺
、
十
二
時
頃
、
残
留
組
残
し
て
帰
る
。
三
十
五
日
の
お
経
終
っ
て
、
二
時
頃
お
膳
に
附
く
。
選
手
は

二
は
ん
台
、
最
後
迫
。
喜
作
、
由
松
等
、
神
谷
内
組
、
お
寺
組
。
津
島
や
妻
等
、
自
動
車
で
送
る
。
山
ノ
下
組
二
回
に
帰
る
。

六
月
五
日

哨

午
前
、
喜
三
男
、
喜
代
司
達
、
や
さ
い
買
い
物
が
て
ら
町
い
行
く
。
午
後
、
皆
で
初
七
日
の
炊
事
準
備
。
午
後
五
時
過
ぎ
よ
り
騰
に
付

き
、
飲
み
始
め
、
十
時
過
ぎ
迫
の
む
。
八
升
も
の
ん
で
止
む
。
お
客
は
子
供
全
部
(
喜
代
平
、
ミ
つ
不
参
)
と
喜
代
次
さ
ん
、
喜
作
さ

ん
と
村
七
軒
、
合
計
十
四
名
。
宿
り
は
弟
、
妹
五
人
と
喜
代
次
さ
ん
、
敬
子
の
七
人
。

六
月
六
日

く
も
り
時
に
晴
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朝
食
後
、
喜
代
次
さ
ん
残
し
て
皆
、
帰
り
D

午
後
三
時
頃
、
喜
代
次
さ
ん
も
帰
り
、
家
族
ば
か
り
残
る
。
助
門
叔
母
来
て
、
夕
方
帰
る
。

夕
方
、
我
、
家
族
全
員
に
、
お
爺
さ
ん
は
各
人
の
心
の
中
に
生
き
て
い
る
の
だ
か
ら
、
か
な
し
ま
ず
に
、
毎
日
話
し
か
け
て
元
気
で
仲
良

く
暮
ら
す
様
言
い
聞
か
せ
た
。
其
後
、
テ
レ
ビ
見
る
。
君
子
、
勉
強
中
。

六
月
七
日

く
も
り
小
雨
少
し

き
も
の
代

午
前
、
我
等
二
人
で
回
の
失
せ
植
い
下
回
の
臼
号
。
苗
が
短
尺
だ
っ
た
の
で
、
浅
植
い
で
大
雨
水
で
う
い
て
ぬ
け
、
二
時
間
も
か
、
っ

た
。
其
後
、
上
の
回
、
初
に
し
き
と
越
路
早
生
う
せ
う
い
完
了
し
て
一
時
に
お
昼
。
其
後
、
妻
、
二
度
い
も
両
く
る
め
。
我
、
た
き
物
こ

な
し
、
今
朝
、
貸
衣
し
よ
う
屋
主
婦
来
て
、
代
金
九
、
二
七

O
円
支
姉
っ
て
や
る
。
ヨ
シ
エ
、
喜
代
栄
、
会
社
、
高
校
。
問
、
青
々
と
色

出
す
。六

月
八
日

晴

-R-

午
前
、
我
、
桶
仕
事
。
小
屋
片
付
け
て
、
金
物
と
材
料
整
利
し
た
。
午
後
、
た
き
物
こ
な
し
、
夕
方
完
了
し
て
、
朝
、
月
三
う
ね
こ

い
で
、
カ
ボ
チ
ャ
仮
く
る
め
し
た
。
長
い
も
と
ネ
ギ
に
小
使
二
方
く
れ
て
上
が
る
。
君
子
、
旅
行
の
為
休
ん
で
、
妻
と
二
人
で
洗
た
く
物

仕
事
。
三
時
頃
法
か
、
る
。
其
後
、
畠
仕
事
し
て
い
た
。
二
人
会
社
|
高
校
、
二
人
珠
算
。
炊
事
、
妻
。

六
月
九
日

晴

-R} 

午
前
、
我
、
倉
の
豚
の
飼
料
整
利
し
て
、
権
四
郎
娃
に
政
二
郎
さ
ん
に
、
千
円
l
千
二
百
円
で
ふ
す
ま
と
米
ぬ
か
賀
る
。
約
半
金
。

『
噌
}

倉
を
き
れ
い
に
掃
除
し
て
、
豚
小
屋
掃
除
し
て
、
お
昼
後
、
喜
三
男
来
て
、
五
時
過
ぎ
に
帰
る
D

互
助
会
、
段
崩
し
に
来
た
。

近喜代一日記

六
月
十
日

晴

午
前
、
我
、
礼
状
書
き
。
妻
、
台
所
仕
事
の
後
、
寝
休
み
。
午
後
、
我
、
郵
便
局
へ
礼
状
出
し
、
回
廻
り
し
、
水
入
れ
て
、
長
い
も
の

手
し
て
、
舟
板
、
喜
代
栄
と
運
こ
ぶ
。
妻
、
西
か
、
茄
子
、
ト
マ
ト
、
手
入
。
今
晩
、
我
の
タ
ン
生
日
で
、
喜
代
栄
、
君
子
で
ピ

l
ル
お
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科

ご
っ
て
く
れ
た
。
我
、
ピ

l
ル
の
為
か
?
食
よ
く
が
出
て
き
た
様
に
恩
ふ
。

史

六
月
十
一
日

晴
時
々
く
も
り

午
前
、
早
生
田
二
反
歩
、
除
草
キ
押
し
終
っ
て
、

R

眠日

一
時
頃
上
が
る
。
お
昼
後
、
我
、
早
生
田
二
反
歩
パ
ム
コ
ン
散
い
て
、
五
十
二
号
、

一
反
歩
二
人
で
押
す
。
妻
、
炊
事
に
上
が
り
、
我
、
苗
代
失
せ
植
い
し
て
、
下
回
水
の
見
廻
り
し
て
上
が
る
。
喜
代
栄
、
友
達
が
む
か
い

に
来
て
、
又
、
高
校
に
行
く
。
昨
夕
、
孝
松
さ
ん
、
我
の
二
ヶ
月
分
、
計
ロ
日
分
の
日
当
一
万
五
千
円
持
っ
て
来
て
く
れ
た
。

六
月
十
二
日

晴

除
草
キ
完

A

般
-

午
前
、
二
人
で
下
の
回
一
反
歩
と
苗
代
除
草
キ
押
し
、
(
横
)
上
の
句
号
一
反
歩
、
パ
ム
コ
ン
散
い
て
、
お
昼
後
、
休
養
。
妻
、
寝
休

み
。
我
、
政
二
郎
方
で
一
服
し
、
前
の
道
に
出
て
い
る
木
の
枝
切
り
白
其
後
、
香
典
の
礼
状
書
い
て
、
午
後
四
時
に
な
る
。
其
後
、
裏
の

Ra-

た
き
物
小
屋
、
屋
根
修
理
し
て
、
夕
方
、
苗
代
、
パ
ム
コ
ン
散
い
た
。
妻
、
感
官
気
の
為
、
寝
休
み
。
ヨ
シ
エ
、
会
社
、
山
ノ
下
。
喜
代

栄
、
会
社
|
町
へ
ス
モ
ウ
ロ

六
月
十
三
日

/
、
J
h
u
hリ

我
、
六
時
半
に
出
て
大
間
い
行
く
、
除
草
キ
持
っ
て
。
大
測
で
朝
食
し
て
一
服
し
て
い
る
と
、
喜
代
司
と
喜
三
男
来
て
、
喜
三
男
帰
り
、

若
い
衆
二
人
連
れ
て
三
人
で
九
時
過
ぎ
に
来
て
、
六
人
で
小
屋
場
回
の
革
、
手
で
と
る
。
お
昼
後
、
図
書
男
も
来
て
、
新
通
り
、
四
喜
男

と
若
い
衆
二
人
で
除
草
キ
押
し
、
外
、
五
人
で
下
回
塚
下
等
手
で
と
り
、
夕
方
、
新
通
り
約
四
分
の
一
手
で
取
っ
て
上
が
り
、
直
ぐ
下
水

道
工
事
し
て
、
八
時
頃
上
が
っ
て
夕
食
し
た
。
妻
、
感
冒
で
倒
れ
。

六
月
十
四
日

く
も
り
小
雨
少
し

船
大
工
始
め

4

慣甲

舟
大
工
、
今
日
か
ら
来
て
、
敷
板
形
取
る
。
彦
造
さ
ん
、
休
次
さ
ん
、
遊
び
に
来
た
。
我
、
下
回

1
反
歩
、
パ
ム
コ
ン
散
い
て
、
道

端
と
小
堀
掃
除
し
て
、
其
後
、
大
工
の
手
つ
だ
い
。
妻
、
炊
事
。
豆
の
定
植
少
し
。
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(
欄
外
に
坂
東
弁
護
士
の
「
椿
、
担
年
1
月
、
す
で
に
水
俣
病
と
わ
か
っ
て
い
て
」
と
の
後
書
き
あ
り

l
平
野
)

六
月
十
五
日

日青

2 

舟
大
工
さ
ん
来
る
。
我
、
彦
造
さ
ん
頼
ん
で
、
二
人
で
、
舟
大
工
の
指
示
で
小
屋
か
け
作
業
。
や
ね
は
、
清
三
さ
ん
方
よ
り
ビ
ニ
ー
ル
幕

『
田
川
V

一
枚
と
、
我
家
の
天
幕
で
ふ
く
。
夕
方
、
早
じ
ま
い
で
小
屋
の
も
み
ま
す
作
る
と
こ
ろ
整
利
し
て
上
が
る
。
今
日
、
午
前
十
一
時
初
分
頃
、

厚
生
省
く
わ
ん
き
ょ
う
衛
生
局
食
品
衛
生
課
長
外
犯
人
も
来
て
、
テ
レ
ビ
か
め
ら
を
二
台
据
付
け
て
、
約
二
十
分
間
、
病
状
、
情
況
、
い
ろ

い
ろ
聞
い
て
行
く
。
夕
食
後
、
新
聞
記
者
と
か
め
ら
ま
ん
来
て
、
酒
一
升
と
お
み
や
げ
持
っ
て
、
情
況
聞
い
て
録
音
し
て
行
く
。
喜
作
さ
ん
、

テ
レ
ビ
見
て
、
私
が
調
査
団
と
話
し
て
い
る
。
驚
い
て
来
て
く
れ
、
酒
2
合
位
い
の
ん
で
帰
る
。
今
回
の
病
気
は
、
羽
剣
刷
樹
剖
酬
矧
」
父

も
同
病
な
り
。

六
月
十
六
日

H青

3 

舟
大
工
さ
ん
、
敷
ぬ
い
仕
事
。
我
、
農
作
業
小
屋
片
付
け
方
。
昨
日
、
新
大
神
経
外
科
医
さ
ん
来
て
、
我
と
彦
造
さ
ん
を
診
察
し
て
く

れ
て
、
髪
の
毛
若
干
づ
っ
持
ち
帰
っ
て
分
せ
き
す
る
と
言
っ
た
。
水
俣
病
が
め
づ
ら
し
い
の
と
お
そ
ろ
し
い
の
で
、
各
報
道
者
が
入
り
か

わ
り
立
か
わ
り
来
て
、
テ
レ
ビ
か
め
ら
、
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
等
で
い
ろ
い
ろ
聞
か
れ
、
私
も
仕
事
を
す
る
ひ
ま
も
な
く
、
ノ
イ
ロ
ー
ゼ

と
な
る
。

近喜代一日記

六
月
十
七
日

く
も
り
夕
方
よ
り
雷
雨

舟
大
工
来
て
、
敷
板
完
成
。
オ
ツ
タ
テ
作
り
、
我
、
小
や
片
付
け
完
了
し
、
夕
方
、
作
物
に
フ
ミ
ロ
ン
予
防
し
た
。
お
昼
後
、
部
落
会

長
方
へ
組
長
集
ま
り
(
我
も
行
く
)
、
新
大
医
と
東
保
健
所
で
三
者
会
談
し
た
。
今
日
は
、
私
も
特
に
う
で
が
痛
く
手
先
が
し
び
れ
て
気
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料

持
ち
悪
く
、
頭
痛
か
っ
た
。

史

六
月
十
八
日

晴

今
朝
、
組
長
が
ふ
れ
て
、
つ
ゆ
気
祝
だ
と
言
ふ
(
昨
夜
の
雷
雨
で
)
。
舟
大
工
、
子
供
が
来
る
の
で
休
む
と
言
っ
て
い
た
が
、
本
当

に
休
ん
だ
。
我
、
今
朝
、
う
で
痛
ま
ず
し
び
れ
も
半
分
も
な
く
、
快
方
に
向
か
っ
て
婚
し
い
。
六
月
十
九
日
か
ら
別
の
帳
面
に
移
り
、
四

十
年
ロ
月
六
日
よ
り
、
又
、
こ
の
帳
面
に
戻
る
。
大
学
医
学
部
脳
神
経
外
科
入
院
し
た
為
。

ベ
つ
な
帳
面
に
移
る「

日
記
帳
(
米
供
代
金
控
)

自
昭
和
初
年
6
月
叩
日

市
内
一
日
市
」

至
昭
和
初
年
旬
月
5
日

近
喜
代

昭
和
四
十
年
六
月
十
九
日

新
潟
日
報
社
へ
日
記
帳
貸
し
た
の
で
こ
れ
に
書
い
た
。
(
川
魚
の
状
況
、
父
の
病
状
、
農
薬
等
調
査
の
為
)

六
月
十
九
日

晴
く
も
り

舟
大
工

O 

我
、
忠
吾
さ
ん
と
毒
水
の
流
れ
た
月
日
や
調
査
分
せ
き
、
ケ
イ
路
、
月
日
等
調
べ
る
為
、
日
報
の
記
者
と
津
島
や
の
組
合
長
宅
い
行
つ

{
園
町
-

た
が
、
川
綱
引
き
に
行
き
ル
ス
で
帰
り
、
其
後
、
日
記
帳
を
日
報
社
に
貸
し
て
や
る
。
其
後
、
我
、
材
木
整
利
。
舟
大
工
来
て
、
オ
ツ

立
て
作
り
。
夕
方
、
由
二
郎
さ
ん
来
て
、
元
気
付
け
て
く
れ
て
帰
る
。

(
こ
の
頁
の
上
段
欄
外
に
「
誠
光
教
会

新
潟
市
白
山
浦
一
丁
目
4
0
2
1電
話
(
番
号
、
略
)
の
メ
モ
書
き
あ
り
|
平
野
)

六
月
二
十
日

O 

雨

(拙法 '08)41・1.78 (2ω) 



舟
大
工
、
午
前
、
仕
事
し
て
、
午
後
、
雨
の
為
休
ん
で
帰
る
。
喜
代
司
と
ヨ
キ
来
て
、
ミ
イ
の
百
ケ
日
法
要
(
庵
主
様
)
と
我
で
法

要
し
た
。
二
人
共
、
夕
食
後
帰
る
c

喜
代
栄
、
昨
日
出
発
、
今
夕
帰
る
。
会
社
旅
行
。
日
報
社
、
夕
方
来
て
又
日
記
借
り
て
行
く
。
計
三

冊
。
今
日
の
日
報
に
我
の
日
記
出
て
い
た
。
川
魚
と
父
の
病
状
等
。

六
月
二
十
一
日

雨

× 

今
日
は
、
喜
代
次
さ
ん
、
喜
作
さ
ん
、
新
潟
放
送
、
東
京
放
送
等
来
て
、

一
日
中
お
茶
出
し
て
話
し
て
い
た
。
眠
む
か
つ
た
が
寝
る
ひ

ま
な
し
。
夕
食
後
、
保
健
所
の
女
の
人
が
来
て
、
私
に
、
明
日
午
前
十
時
半
頃
泊
に
医
大
の
の
う
内
科
に
入
院
し
て
下
さ
い
。
但
し
、

室
は
外
科
し
か
あ
い
て
い
な
い
の
で
、
そ
こ
い
行
っ
て
く
れ
と
連
絡
あ
り
。
妻
、
す
ぐ
入
院
準
備
し
、
我
、
民
生
委
員
と
喜
三
男
方
の
自

動
車
連
絡
し
た
c

夜
、
彦
造
さ
ん
親
子
、
政
二
郎
と
善
作
主
人
、
本
家
主
人
来
て
く
れ
て
、
い
ろ

L
話
し
て
帰
る
。

六
月
二
十
二
日

凡
れ
い

。
脳
波

O
血
液

。
セ
キ
ズ
イ
液

日育

喜
三
男
(
秋
男
運
縛
手
)
来
て
く
れ
て
、
濁
川
義
父
と
彦
造
さ
ん
来
て
く
れ
て
、
皆
準
備
し
て
、
九
時
印
分
頃
家
を
出
て
、
大
学
医
学

部
神
経
外
科
病
室
3
0
8
号
に
入
る
D

手
つ
づ
き
中
、
彦
造
さ
ん
も
同
し
く
来
る
予
定
だ
と
言
わ
れ
、
喜
三
男
、
自
動
車
で
む
か
い
に
行

き
、
あ
わ
て
、
入
院
。
三
人
同
室
に
入
る
。
今
日
は
、
耳
よ
り
血
液
を
取
り
検
査
、
及
び
、
手
足
、
目
平
均
等
検
査
し
、
夕
食
し
、
三
人

共
同
室
を
よ
ろ
こ
び
合
っ
て
九
時
消
灯
。
我
、
日
時
頃
眠
っ
た
ら
し
い
。

六
月
二
十
三
日

晴

0
0
@
 

近喜代一日記

{探
V

血
縁
-

三
人
共
朝
食
待
っ
た
、
で
、
う
で
よ
り
血
液
ぬ
∞
以
上
取
る
。
四
郎
君
だ
け
薬
を
注
射
し
、
又
少
し
取
る
。
朝
食
後
、
私
と
彦
造
さ

『
阻
岬
}

ん
は
セ
キ
ズ
イ
液
を
取
り
、
其
後
、
脳
波
検
査
で
頭
に
注
射
針
口
本
も
つ
き
さ
、
れ
て
、
日
分
以
上
電
図
と
る
。
外
に
四
郎
君
と
我
は
心

電
図
も
取
る
。
午
前
中
、
三
人
共
眼
科
で
検
査
。
最
後
に
ヒ
ト
ミ
を
ひ
ろ
げ
て
検
査
し
た
の
で
見
い
に
く
?
な
り
、
三
人
共
や
っ
と
帰
つ

{
H
E
 

た
。
我
、
其
後
、
首
と
後
頭
部
痛
く
て
医
者
に
言
っ
た
と
こ
ろ
、
セ
キ
ズ
イ
液
を
多
く
取
っ
た
為
で
、
静
か
に
寝
て
い
れ
ば
直
る
と
言
わ
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料

れ
た
が
、
朝
に
な
っ
て
も
同
じ
く
痛
く
て
弱
っ
た
。

史

六
月
二
十
四
日

日青

O 

【
保
}

今
朝
も
朝
食
待
っ
た
で
、
八
時
加
分
頃
注
射
し
、
九
時
間
川
分
頃
血
液
取
る
。
其
後
、
食
事
し
て
耳
の
検
査
。
半
分
終
っ
て
お
昼
。
後
、

av

民

一
時
半
頃
終
っ
て
帰
る
。
四
郎
君
、
午
後
、
セ
キ
ズ
イ
液
を
取
り
、
一
時
間
た
、
ぬ
内
に
脳
波
検
査
し
て
帰
っ
て
来
(
た
)

す
ぐ
又
行
き
、

が
、
私
の
様
に
首
や
頭
の
痛
み
は
無
い
様
だ
。
今
朝
、
私
、
主
治
医
が
血
液
検
査
の
為
の
注
射
し
た
直
後
、
小
便
し
た
の
が
空
色
に
変
わ

再開

H
-

り
、
驚
ろ
い
て
医
者
に
正
す
と
、
注
射
の
為
だ
か
ら
心
配
な
い
と
言
っ
た
。
昨
夜
、
忠
吾
さ
ん
、
七
郎
君
連
れ
て
来
て
、
漁
業
の
事
に
付

い
て
話
し
て
く
れ
た
。
我
等
、
手
紙
を
あ
つ
ら
い
て
や
る
。
今
日
、
午
後
、
喜
三
男
来
て
、
保
証
人
の
印
と
給
料
表
書
い
て
行
っ
て
く
れ

た
。
其
の
直
後
、
清
三
さ
ん
も
来
て
、
玉
子
初
ヶ
三
人
に
見
舞
っ
て
く
れ
て
い
ろ
〉
話
し
て
帰
る
。

一
服
後
、
夕
食
し
て
こ
れ
を
書
く
。

彦
さ
ん
、
新
聞
、
四
郎
さ
ん
、
ざ
っ
し
見
て
い
る
と
こ
ろ
な
り
。
我
、
ま
だ
一
日
中
首
と
頭
痛
し
、
と
こ
の
中
で
休
む
事
に
す
る
。
ト
ツ

ゼ
ン
、
ヨ
シ
エ
と
喜
代
栄
が
見
舞
に
来
て
く
れ
て
卵

(5)
、
み
そ
づ
け
沢
山
、
菓
子
沢
山
、
色
々
。
外
に
ヨ
シ
エ
の
友
達
か
ら
(
カ
ル
ピ

ス
二
本
八
合

4
倍
)
を
も
ら
っ
て
、
皆
で
か
る
ぴ
す
飲
ん
だ
。
子
供
達
、
七
時
す
ぎ
に
婦
っ
て
行
く
。

日
照
寺
よ
り
ケ

l
キ
二
本
(
一
箱
も
ら
っ
た
。
三
人
で
)

六
月
二
十
五
日

注
射
l

尿

船
大
工
来
る

J

色、J
b
h
リ

後
と五
四時
四頃

取量移

争ぞ
不伊
便レ

実隼
行 l
h洗
途 F
中レ
よ 又
り 古日

明蚕
ι 待
耳 n

宗主
査¥

!2注
q 射
C!'， )i、
四富
郎し
さて
L. 、

彦筏
造 15
さ分
と後
フ己

了 30
し分
た後
が

我時

途寝
中
で 2
貧時
血問

起
こ
し
て
中
止
し
て
、
十
一
時
加
分
頃
、
朝
食
喰
っ
て
休
養
し
た
。
彦
造
さ
ん
、
十
二
時
近
く
朝
食
。
其
後
、
四
郎
君
、
再
度
セ
キ
ズ
イ

-
岬
悼
}

液
鵬
ら
れ
悲
め
い
上
げ
て
居
た
。
大
変
身
体
の
弱
る
神
経
(
首
、
後
頭
)
の
痛
さ
が
残
る
い
や
な
検
査
な
り
。
又
取
る
な
ど
言
っ
た
ら
、

私
は
こ
と
わ
る
つ
も
り
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
三
日
た
っ
て
も
痛
く
て
(
つ
ー
ん
と
脳
に
ひ
び
き
時
々
く
ら
〉
す
る
)
。
四
時
頃
、
喜
代
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次
さ
ん
見
舞
に
来
て
く
れ
て
、

一
時
間
位
い
居
て
、
果
汁
ピ
ン
四
合
入
二
本
持
っ
て
来
て
く
れ
て
帰
る
。
忠
吾
さ
ん
、
夕
方
来
て
、
鍋
、

玉
ね
ぎ
五
、
玉
子
山
持
っ
て
来
て
く
れ
て
帰
る
。
夜
九
時
頃
、
四
喜
男
一
家
見
舞
に
来
て
く
れ
て
、
雪
国
あ
ら
れ
大
一
箱
持
っ
て
、
ト
ラ

ン
ジ
ス
タ
l
ラ
ジ
オ
貸
し
て
行
っ
た
。
今
晩
は
、
私
は
首
す
じ
痛
く
、
彦
造
さ
ん
は
手
足
の
ぴ
り

L
、
四
郎
さ
ん
は
な
し
で
、
九
時
に

消
燈
。
今
夕
、
又
一
人
、
室
に
増
員
し
て
来
た
。
患
者
(
女
中
学
三
年
)
母
付
そ
い
が
は
入
っ
て
来
た
。

六
月
二
十
六
日

一
晩
中
雨
な
り

晴

今
朝
は
、
四
郎
さ
ん
食
事
待
っ
た
で
、
血
液
と
小
使
検
査
。
我
と
彦
造
さ
ん
、
検
査
無
し
c

十
時
犯
分
、
植
木
教
授
の
回
診
あ
り
。
我

等

3
人
共
、
水
銀
中
毒
の
症
状
見
ら
れ
ぬ
と
の
事
で
嬉
し
か
っ
た
。
お
昼
後
、
妻
と
彦
造
さ
ん
の
妻
、
見
舞
に
来
て
き
う
り
、
塩
玉
子
等

持
っ
て
来
て
く
れ
た
。
そ
こ
い
政
美
、
春
美
二
人
見
舞
に
来
て
く
れ
て
あ
め
玉
、
菓
子
等
も
ら
う
。
六
時
過
ぎ
に
二
人
で
来
て
く
れ
、
ヨ

シ
エ
、
友
達
(
入
院
)

の
見
舞
に
行
き
、
七
時
半
頃
に
な
っ
て
も
来
な
い
の
で
、
喜
代
栄
、
四
郎
さ
ん
に
案
内
し
て
も
ら
っ
て
む
か
い
に

行
く
。
我
、
七
時
頃
ち
り
ょ
う
室
い
行
き
、
理
由
を
言
っ
て
水
ま
く
ら
借
り
て
し
た
。
気
持
ち
が
良
い
感
じ
、
す
ー
っ
と
す
る
。
今
日
、

脱
カ

東
京
(
よ
り
)
週
刊
朝
日
届
く
。
永
井
萌
こ
さ
ん
記
者
よ
り
。

六
月
二
十
七
日

晴

今
日
は
日
曜
の
為
、
何
の
検
査
も
な
く
の
ん
び
り
。
し
か
し
、
面
会
者
(
見
舞
)
田
沢
正
作
さ
ん
、
忠
吾
さ
ん
、
七
郎
さ
ん
、
蔵
さ
ん
、

来
て
く
れ
て
い
ろ

L
さ
わ
ぐ
。
三
人
に
お
昼
出
す
。
三
百
円
。
我
、
水
ま
く
ら
し
て
か
ら
気
分
良
く
、
こ
の
ま
、
直
り
た
い
と
思
ふ
。

お
昼
後
、
六
吉
さ
ん
、
ト
ク
ミ
さ
ん
、
見
舞
に
来
て
く
れ
、
玉
子
お
づ
¥
菓
子
一
包
御
見
舞
も
ら
う
。
正
作
さ
ん
よ
り
か
ル
ピ
ス
四
合

近喜代一日記

入
一
本
御
見
舞
。
庄
之
助
さ
ん
来
て
行
く
。
夜
来
の
雨
も
か
ら
り
と
晴
れ
て
上
天
気
な
り
。
あ
た
、
か
し
。
我
、
ま
だ
首
全
体
が
痛
い
が
、

昨
日
よ
り
半
減
。
水
枕
し
て
い
る
為
か
?
気
分
も
良
い
様
に
思
ふ
。
夕
方
、
ヨ
シ
エ
来
て
、
又
、
友
達
の
見
舞
に
行
き
、
七
時
頃
帰
っ
た
。

砂
糖
な
ど
持
ち
帰
ら
せ
た
。
秋
田
正
男
さ
ん
、
バ
ナ
ナ
約
一
貫
匁
弱
、
見
舞
に
来
る
。
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科

六
月
二
十
八
日

晴
く
も
り
む
し
暑
し

史

我
、
今
日
も
全
然
検
査
な
し
。
彦
造
さ
ん
、
四
郎
さ
ん
、
耳
鼻
の
検
査
。
ロ
時
印
分
、
完
了
し
て
帰
る
。
皆
で
入
浴
し
て
き
た
。
後
に

検
査
に
行
く
。
十
一
時
初
分
頃
、
作
造
さ
ん
、
彦
造
さ
ん
の
見
舞
に
来
て
、
お
昼
後
、
梅
子
と
彦
栄
さ
ん
、
妻
、
見
舞
に
来
て
、
三
時
半

頃
、
皆
帰
る
。
同
室
の
川
崎
君
、
母
病
気
で
帰
郷
す
。
問
、
南
西
さ
ん
(
娘
)
、
母
付
添
退
院
。
其
後
、
我
の
ト
ナ
リ
い
彦
造
さ
ん
引
越

し
て
、

一
日
市
者
三
人
並
ら
ぷ
。
我
、
首
と
頭
の
痛
い
の
大
部
快
方
に
む
か
つ
て
来
た
。
又
、
明
朝
食
待
っ
た
と
の
事
。
夕
方
、
彦
一
さ

ん
来
て
、
摘
し
事
ム
所
い
の
申
告
書
、
早
く
出
す
様
に
言
わ
れ
た
の
で
、
我
の
分
は
書
い
て
や
り
、
ヨ
シ
エ
と
喜
代
栄
の
分
、
書
い
て
早

く
提
出
す
る
よ
う
に
(
林
三
郎
さ
ん
に
頼
ん
で
)
妻
に
言
っ
て
く
れ
と
言
付
け
て
や
っ
た
。

六
月
二
十
九
日

晴

O 
O 

A

岬
悼
】

今
朝
は
、
私
だ
け
食
事
待
っ
た
で
、
九
時
半
頃
血
液
取
り
、
脳
研
と
外
計
二
ヶ
所
へ
送
る
と
言
っ
て
い
た
。
其
後
、
朝
食
喰
っ
て
寝

Amm-

る
。
今
日
の
内
に
又
せ
キ
ズ
イ
液
取
る
と
言
わ
れ
が
っ
か
り
、
先
日
の
様
に
又
後
頭
部
、
首
等
痛
ん
で
食
事
も
出
来
な
い
様
に
な
る
の

で
は
な
い
か
?
と
心
配
で
も
や
る
だ
け
は
や
ら
れ
る
の
だ
か
ら
、
心
配
し
て
も
仕
様
が
な
い
。
な
る
様
に
な
る
だ
ろ
う
。
義
也
さ
ん
見
舞

A

臨叫

ι'}

に
来
て
、
私
に
し
ず
子
五

O
匁
、
彦
造
さ
ん
に
タ
ラ
の
子
百
匁
位
い
持
っ
て
来
て
く
れ
て
、
す
ぐ
帰
る
。
福
祉
事
ム
所
の
人
来
て
、
所
得

申
告
を
早
く
出
す
様
注
意
し
、
心
配
せ
ず
に
施
り
ょ
う
を
受
け
て
早
く
全
快
し
て
く
だ
さ
い
と
言
っ
て
帰
る
。
四
時
過
ぎ
に
妻
と
春
子
さ

ん
、
春
治
さ
ん
三
人
で
来
て
、
見
ま
っ
て
く
れ
た
。
濁
川
、
バ
ナ
ナ
一
貫
五
百
匁
位
い
、
春
子
さ
ん
、
た
を
る
、
寝
巻
き
持
っ
て
来
て
く

A

岬
怖
v

れ
た
。
三
時
す
ぎ
、
我
、
セ
キ
ヅ
イ
液
二
回
目
取
り
、
首
と
頭
が
痛
く
な
ら
ぬ
様
に
注
射
一
、

0
0
0
α
打
っ
て
も
ら
い
、
気
分
良
好
。

喜
代
司
、
夕
方
来
て
、
夕
食
し
て
帰
る
。
八
時
頃
、
三
人
で
錐
詰
切
っ
て
喰
っ
た
。
外
に
忠
吾
さ
ん
、
貫
一
さ
ん
、
ハ
ギ
イ
さ
ん
夫
婦
来

た
。
今
晩
は
心
配
し
た
痛
さ
な
く
安
心
し
た
。

六
月
三
十
日

O 

ノ
¥
J
b
hソ
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-
押
悼
-

今
朝
も
、
又
、
三
人
共
食
事
待
っ
た
で
、
血
液
取
る
。
其
後
、
私
だ
け
注
射
し
て
尿
四
回
、
日
分
、
初
分
、

m

岬ぜ

1
時
間
、

2
時
間
を
取

り
、
十
一
時
加
分
に
終
っ
て
朝
食
し
、
初
分
後
、
又
、
お
昼
。
皆
喰
っ
た
。
今
日
は
見
舞
客

O
。
症
状
の
事
、
家
の
事
な
ど
語
り
合
っ
て
、

夕
食
後
、
テ
レ
ビ
見
に
行
く
。
ゴ
ロ
ン
ボ
波
止
場
の
終
わ
り
に
水
ま
た
病
の
発
表
が
出
て
、
近
喜
代
一
方
よ
り
出
た
川
魚
に
水
銀
が
お

P

P
M有
っ
て
、
多
量
だ
と
発
表
。
父
、
喜
代
太
さ
ん
は
月
始
め
に
死
亡
、
長
男
喜
代
一
さ
ん
も
重
体
で
す
と
発
表
し
た
の
で
、
驚
ろ
き
、

面
白
く
な
か
っ
た
。
す
ぐ
室
に
帰
っ
て
寝
た
が
ロ
時
頃
迫
寝
れ
な
か
っ
た
。
坂
内
要
松
さ
ん
、
見
舞
に
来
て
く
れ
て
、
菓
子
2
百
円
位
。

七
月
一
日

く
も
り
雷
雨

今
日
は
、
彦
造
さ
ん
だ
け
尿
検
査
で
朝
食
ぬ
き
と
な
る
。
私
と
四
郎
君
は
平
常
通
り
。
其
後
、
喜
代
司
、
肉
持
っ
て
見
舞
に
来
た
。
近

床
屋
さ
ん
主
婦
も
見
舞
に
来
て
く
れ
た
ロ
昨
夜
七
時
頃
、
水
俣
病
の
発
表
が
有
り
、
私
も
み
な
ま
た
病
で
重
体
で
す
と
発
表
し
た
の
で
、

皆
、
驚
ろ
い
て
来
て
く
れ
た
。
床
屋
さ
ん
見
舞
、
森
永
コ
ー
ラ
ス
一
箱
、
本
家
主
婦
、
か
ん
づ
め
大
二
、
小
四
、
菓
子
一
包
、
お
昼
後
帰

る
。
其
後
、
藤
左
エ
門
様
主
婦
(
婆
)
赤
ま
む
し
酒
六
四

O
M
、

一
ピ
ン
。
桑
野
辰
二
郎
母
、
見
舞
に
来
た
。
金
武
百
円
現
金
包
。
直
後
、

新
潟
放
送
記
者
来
た
の
で
、
昨
夜
の
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
を
直
す
様
言
っ
て
、
焼
い
た
魚
か
ら
お
W
の
水
銀
が
出
た
こ
と
に
付
い
て
、
私
の

気
持
ち
を
テ

1
プ
で
話
し
た
。
夕
方
、
忠
吾
さ
ん
来
ら
れ
て
き
う
り
、
卵
持
っ
て
来
て
、
す
ぐ
帰
る
。
喜
代
栄
、
君
子
、
政
子
、
面
会
に

来
て
日
暮
れ
に
帰
る
。

七
月
二
日

晴

{
岬
仲

v

今
朝
、
私
だ
け
朝
食
待
っ
た
で
、
血
液
取
る
予
定
だ
っ
た
が
、
九
時
す
ぎ
中
止
に
な
っ
て
食
事
し
た
。
其
後
、
交
代
し
た
私
の
主
治

近喜代一日記

医
が
来
ら
れ
て
、
明
日
ゃ
る
か
ら
其
の
つ
も
り
で
と
言
っ
て
行
く
。
其
後
は
く
す
り
を
輿
い
る
と
言
っ
て
い
ら
れ
た
。
今
朝
、
善
造
さ
ん

と
由
エ
門
さ
ん
来
て
、
か
ん
づ
め
各
一
個
@
?
も
ら
う
。
其
前
、
忠
吾
さ
ん
、
清
三
さ
ん
妻
、
茂
さ
ん
、
稔
さ
ん
、
キ
や
ん
で

l
持

っ
て
来
て
く
れ
て
い
ろ

L
話
の
末
、
三
人
共
自
覚
症
状
が
心
配
で
診
察
し
て
も
ら
い
に
来
た
。
忠
吾
さ
ん
、
案
内
し
て
内
科
の
方
に
行

(開法 '08)41・1， 83 (204) 



科

く
。
我
等
三
人
十
一
時
前
に
風
呂
は
入
り
に
行
っ
て
来
た
。
お
昼
後
、
神
谷
内
、
向
山
、
ス
キ
さ
ん
三
人
見
舞
に
来
ら
れ
て
、
夏
菓
子
各

史

一
箱
代
金
4
0
0
円
位
い
持
っ
て
来
て
く
れ
、
午
後
二
時
頃
婦
ら
れ
た
。

七
月
三
日

晴

{採』

我
、
朝
食
待
っ
た
で
、
九
時
半
頃
血
液
取
り
食
事
す
る
。
其
後
、
院
長
廻
診
し
、
今
日
か
ら
薬
飲
ま
せ
て
施
り
ょ
う
す
る
と
先
生
は

言
っ
て
い
た
。
我
は
未
だ
前
頭
部
時
々
痛
い
。
彦
造
さ
ん
は
ち
く

L
が
益
々
ひ
ど
く
な
る
と
言
っ
て
い
た
。
午
後
三
時
半
頃
、
庄
九
郎

{係官

の
チ
イ
と
庄
造
、
庄
左
妻
、
彦
さ
ん
の
見
舞
に
来
て
、
四
郎
君
が
セ
キ
ズ
イ
液
取
ら
れ
て
背
く
成
っ
て
帰
っ
て
来
た
の
を
見
て
、
気
持

が
悪
く
成
る
と
言
っ
て
す
ぐ
帰
っ
た
。
?
チ
イ
は
相
変
わ
ら
ず
庄
九
郎
の
娘
に
違
い
な
し
。
私
の
主
治
医
来
て
、
明
日
か
ら
ち
り
ょ
う
す

る
予
定
だ
っ
た
が
、
外
の
人
が
お
く
れ
て
い
る
の
で
明
後
日
か
ら
始
め
ま
す
と
言
っ
て
来
た
。

七
月
四
日

晴

今
日
は
日
曜
で
何
も
な
く
、
食
事
後
、
脳
神
経
内
科
い
同
病
の
津
島
や
、
下
山
、
江
口
、
計
四
人
の
室
い
遊
び
に
行
っ
て
十
一
時
に
帰

り
、
浜
野
先
生
に
手
足
腹
等
検
診
し
て
も
ら
っ
た
。
お
昼
後
、
喜
代
司
妻
、
喜
三
男
妻
子
、
喜
代
平
妻
子
、
ヨ
キ
妻
子
、
見
舞
に
来
て
く

れ
て
、
か
ん
づ
め
、
果
物
、
肉
、
タ
バ
コ
、
競
物
等
も
ら
う
。
其
後
、
清
野
キ
ノ
さ
ん
外
二
人
見
舞
に
来
て
く
れ
、
キ
ノ
さ
ん
よ
り
パ
ナ

ナ
五
|
六
百
匁
も
ら
っ
た
。
其
後
、
妻
と
君
子
、
政
子
来
て
、
正
油
一
升
と
塩
一
袋
、
及
び
ミ
ソ
持
っ
て
来
て
、
洗
た
く
物
持
っ
て
帰
る
。

風
呂
は
入

後
、
彦
栄
、
彦
太
、
面
会
に
来
て
す
ぐ
帰
る
。
夕
食
後
、
九
時
泊
テ
レ
ビ
見
た
。
た
い
こ
う
記
。

七
月
五
日
く
も
り
閉
凶
問
附
凶
風
呂
は
入
る

A
M悼
-

今
朝
、
彦
造
さ
ん
、
四
郎
さ
ん
、
血
液
取
る
為
、
食
事
待
っ
た
。
九
時
朝
食
。
我
は
普
通
。
九
時
お
分
に
、
水
銀
中
毒
薬
二
個
始
し

め
て
飲
む
。
朝
昼
夕
、
各
二
個
、
計
一
日
六
個
の
む
。
三
人
同
じ
。
夕
食
後
、
皆
で
テ
レ
ビ
、
藤
吉
郎
、
見
に
行
き
、
八
時
に
帰
る
。
我
、

ま
だ
前
後
頭
部
、
時
々
ズ
l
ン
と
痛
み
重
い
感
じ
。
早
く
直
る
様
心
で
祈
る
。
彦
造
さ
ん
妻
と
彦
政
君
来
て
、
二
時
間
位
い
居
て
帰
る
。

(随法 '08)41・1.84 (203) 



七
月
六
日

晴
う
す
く
も
り

普
通
食
後
初
分
、
問
問
凶
錠
二
個
の
む
。
其
後
、
皆
説
書
。
昨
夕
、
佐
渡
の
人
町
才
、
入
室
(
セ
キ
づ
い
シ
ユ
ヨ
ウ
、
前
三
回

手
術
)
。
午
後
、
喜
代
次
さ
ん
見
舞
に
来
て
く
れ
て
、
五
時
頃
帰
る
。
家
い
行
っ
た
ら
舟
大
工
に
舟
を
完
成
し
て
も
ら
う
よ
う
頼
ん
で
や

っ
た
。
忠
吾
さ
ん
来
て
夕
方
帰
る
。
き
う
り
と
卵
持
っ
て
来
た
。
今
日
も
、
薬
六
錠
の
む
。
昨
夜
、
我
も
彦
造
さ
ん
も
軽
い
腹
痛
の
感
じ

あ
り
。
く
ス
リ
の
副
作
用
ら
し
い
。
夕
方
、
我
、
屋
上
へ
行
く
つ
も
り
で
少
し
急
い
だ
ら
な
ん
だ
か
セ
タ

L
す
る
の
で
、
み
や
く
見
た

ら
1
2
0
も
有
っ
た
の
で
そ
ろ
〉
帰
っ
て
来
て
、
寝
た
。
薬
の
副
作
用
か
、
労
働
不
足
の
為
に
な
の
か
?

七
月
七
日

ノ
¥
J
O
hリ

今
朝
、
我
と
彦
造
さ
ん
、
二
人
で
室
掃
除
し
た
。
教
授
廻
診
の
為
、
皆
待
機
。
廻
診
時
、
別
に
変
っ
た
事
な
い
か
ー
と
の
事
。
っ
か
れ

や
す
い
事
を
話
し
た
ら
、
遺
体
?
何
と
か
言
っ
て
い
た
。
助
教
授
だ
っ
た
。
我
、
ま
だ
後
頭
痛
し
。
我
、
イ
ン
ク
と
ボ
ー
ル
ペ
ン

ω円
買

っ
て
き
た
D

夕
食
、
茄
子
、
豆
、
ね
ぎ
汁
煮
た
(
煮
〆
に
な
っ
た
)
。

七
月
八
日

附
く
も
り

今
朝
、
三
人
共
何
も
な
く
、
朝
食
し
た
。
同
室
の
森
さ
ん
、
後
頭
部
手
術
で

3
1
0
号
室
へ
行
き
、

3
1
0
号
室
よ
り
長
屋
建
治
時
才

来
た
。
森
さ
ん
の
兄
弟
其
他
六

l
七
人
、
血
液
補
充
に
来
て
待
機
し
て
い
た
。
午
後
、
妻
、
ね
ぎ
と
と
ろ
、
こ
ん
ぷ
、
下
着
、
し
ゃ
っ
等

持
っ
て
来
て
、
二
時
間
位
い
で
帰
る
。
父
の
州
知
日
法
要
の
仕
出
し
と
客
の
数
、
話
す
。
田
の
仕
事
、
打
合
せ
て
や
る
。
夕
方
、
津
島
や
の

患
者
遊
び
に
来
て
、

い
ろ

L
話
す
。

近喜代一日記
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